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(57)【要約】
　本実施形態は、ビデオビットストリームにおいて、ラ
ンダムアクセスオペレーションのために使用することが
できるがIRAPピクチャと比較して低いビットコストでの
符号化の形式で表すことが可能な新しいタイプのランダ
ムアクセスポイントを導入する。ランダムアクセスポイ
ントは、該DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャ
としてIRAPピクチャを用いて符号化または復号化される
依存性ランダムポイント（DRAP）ピクチャである。DRAP
ピクチャは、参照のために使用される可能性があり、ビ
デオビットストリームにおいてランダムアクセスポイン
トを構成するトレーリングピクチャとして符号化される
。
【選択図】図16
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオビットストリームにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するための方
法であって、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを取得すること（S1）と、ここで、
前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームに
おけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオビットストリームのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを
取得すること（S2）と、
　前記IRAPピクチャを復号化すること（S3）と、
　前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記
DRAPピクチャを復号化すること（S4）と、
　前記復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するこ
と（S5）を含む、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）は、前記DRAPピクチャに関連付けられた補助的
強化情報（SEI）メッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記ビデオビットストリー
ムにおける前記DRAPピクチャを識別すること（S1）を含む、ことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は、前記DRAPピクチャの参照ピクチャセットに
含まれる前記IRAPピクチャの識別子に基づいて、復号化ピクチャバッファにおける前記IR
APピクチャを識別すること（S2）を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と、前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は
、
　前記ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメントであって、前記
IRAPピクチャから開始して少なくとも一つのDRAPピクチャを含むセグメントをダウンロー
ドすること（S10）と、
　前方ジャンプまたは早送りの要求に基づいて、前記セグメントにおける前記DRAPを識別
すること（S11）を含む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項５】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と、前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は
、
　前記ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメントの第１の部分を
ダウンロードすること（S20）と、ここで前記セグメントの前記第１の部分は、前記IRAP
ピクチャを含み、前記セグメントは前方ジャンプの要求または表現切り替えの要求に基づ
いて識別され、
　前記前方ジャンプの要求または前記表現切り替えの要求に基づいて識別される前記DRAP
ピクチャから開始する前記セグメントの第２の部分をダウンロードすること（S21）を含
む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記DRAPピクチャを復号化すること（S4）は、前記復号化の順序に従って、前記ビデオ
ビットストリームにおいて最も近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する
前記独占的な参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化する（S4）ことを含む
、ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　出力の順序および復号化の順序で前記DRAPピクチャに続く前記ビデオビットストリーム
の少なくとも一つの非ランダムアクセスポイント（非RAP）ピクチャを復号化すること（S
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30）を更に含み、前記少なくとも一つの非RAPは、前記ビデオビットストリームにおいて
復号化の順序で先行する前記DRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャを参照ピク
チャとして使用しない、ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記復号化されたDRAPピクチャを出力すること（S32）と、
　前記少なくとも一つの復号化された非RAPピクチャを出力すること（S33）を更に含む、
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記IRAPピクチャは出力されるべきではないことを示す、前記IRAPピクチャに関連付け
られた出力フラグを受信すること（S31）を更に含む、ことを特徴とする請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　現在のチャネルを表す現在のビデオビットストリームを受信して復号化すること（S40
）と、
　別のチャネルを表す前記ビデオビットストリームを受信すること（S41）と、
　前記ビデオビットストリームの最も最近のIRAPピクチャまたは、当該最も最近のIRAPピ
クチャの復号化されたバージョンをメモリに一時的に保存すること（S42）を更に含み、
前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は、
　前記別のチャネルを識別するチャネル切り替え要求に基づいて、前記メモリから、前記
最も最近のIRAPピクチャまたは前記最も最近のIRAPピクチャの前記復号化されたバージョ
ンを引き出すこと（S43）と、
　前記チャネル切り替え要求を受けて前記ビデオビットストリーム内の次のDRAPピクチャ
として前記DRAPピクチャを受信すること（S44）を更に含む、ことを特徴とする請求項１
から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記IRAPピクチャを取得すること（S1）は、通信チャネル上で前記IRAPピクチャを含む
ビデオビットストリームを受信すること（S50）を含み、
　前記DRAPピクチャを取得すること（S2）は、
　　前記ビデオビットストリームにおける破損または損失のピクチャの検出を受けて、フ
ィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを送信すること（S51）と、ここで
、前記フィードバックメッセージは、前記破損または損失のピクチャに対応する前記ビデ
オビットストリーム内の位置を示し、
　　前記フィードバックメッセージに基づいて生成される前記DRAPピクチャを受信するこ
と（S52）を含む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　ビデオ通信方法であって、
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信すること（S60）
と、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信すること（S61）と、ここで、前記フィードバックメッセージは、前記ユー
ザクライアント（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデオビット
ストリーム内の位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化すること（S62）と、ここで、前記DRA
Pピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおける
ランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化されており、
　前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信すること（S63）を含む、こ
とを特徴とする方法。
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【請求項１３】
　出力の順序および復号化の順序で前記DRAPピクチャに続く少なくとも一つの非ランダム
アクセスポイント（非RAP）ピクチャを復号化すること（S70）を更に含み、前記少なくと
も一つの非RAPは、前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチ
ャに先行するあらゆる非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とす
る請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための方法であっ
て、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャ
として符号化すること（S80）を含み、
　前記n番目毎のピクチャを符号化することは、
　　m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャとして
符号化し、他のRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして
復号化の順序従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを用いて依存性ランダムア
クセスポイント（DRAP）ピクチャとして、符号化し、ここで各DRAPピクチャは、参照とし
て使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
トを構成するトレーリングピクチャとして符号化される、ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための方法であっ
て、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャ
として符号化すること（S80）を含み、
　前記n番目毎のピクチャを符号化すること（S80）は、
　　前記RAPピクチャの少なくともサブセットに対して、前記RAPピクチャはイントララン
ダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャとして符号化されるか、依存性ランダムアクセス
ポイント（DRAP）ピクチャとして符号化されるかを、前記RAPピクチャをIRAPピクチャと
して符号化することとDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコスト差に基づい
て決定すること（S82）を含み、DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も
近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用
いて符号化され、前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビ
デオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする
方法。
【請求項１６】
　前記RAPピクチャがIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして復号化されるかを決定する
こと（S82）は、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビットコ
ストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビットコストか
ら閾値を引いたものより低い場合、前記RAPピクチャをDRAPピクチャとして符号化し（S83
）、それ以外は、前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化すること（S84）を含む、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記RAPピクチャがIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして復号化されるかを決定する
こと（S82）は、DRAPピクチャとしてのRAPピクチャの符号化が、最大の距離より大きく、
ビデオビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を導く場合にのみ、RAP
ピクチャはIRAPピクチまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを決定し、それ以外では
前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化することを含む、ことを特徴とする請求項
１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
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　ユーザクライアント（100、1110、120）であって、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、参照として使用される可能性があり、
ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピク
チャとして符号化されるDRAPピクチャを取得するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）前記ビデオビットストリームのイントララ
ンダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを取得するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャを復号化するように
構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャをDRAPピクチャに対
する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化されたDRAPピクチャにおい
てランダムアクセスオペレーションを実行するように構成される、ことを特徴とするユー
ザクライアント。
【請求項１９】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記DRAPピクチャに関連付けられた補
助的強化情報（SEI）メッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記ビデオビットスト
リームにおける前記DRAPピクチャを識別するように構成される、ことを特徴とする請求項
１８に記載のユーザクライアント。
【請求項２０】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記DRAPピクチャの参照ピクチャセッ
トに含まれる前記IRAPピクチャの識別子に基づいて、復号化ピクチャバッファにおける前
記IRAPピクチャを識別するように構成される、ことを特徴とする請求項１８または１９に
記載のユーザクライアント。
【請求項２１】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの符号化
されたビデオデータのセグメントであって、前記IRAPピクチャから開始して少なくとも一
つのDRAPピクチャを含むセグメントをダウンロードするように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前方ジャンプまたは早送りの要求に基
づいて、前記セグメントにおいて前記DRAPピクチャを識別するように構成される、ことを
特徴とする請求項１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２２】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの符号化
されたビデオデータのセグメントの第１の部分をダウンロードするように構成され、ここ
で前記セグメントの前記第１の部分は、前記IRAPピクチャを含み、前記セグメントは前方
ジャンプの要求または表現切り替えの要求に基づいて識別され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前方ジャンプの要求または表現切り替
えの要求に基づいて識別された前記DRAPピクチャで開始する前記セグメントの第２の部分
をダウンロードするように構成される、ことを特徴とする請求項１８から２０のいずれか
１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２３】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化の順序に従って、前記ビデ
オビットストリームにおいて最も近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対す
る前記独占的な参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化するように構成され
ることを特徴とする請求項１８から２２のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２４】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、出力の順序および復号化の順序で前記D
RAPピクチャに続く前記ビデオビットストリームの少なくとも一つの非ランダムアクセス
ポイント（非RAP）ピクチャを復号化するように構成され、前記少なくとも一つの非RAPは
、前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチャに先行するあら
ゆる非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とする請求項１８から



(6) JP 2017-522767 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

２３のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２５】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化されたIRAPピクチャを出力
するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記少なくとも一つの復号化された非R
APピクチャを出力するように構成される、ことを特徴とする請求項２４に記載のユーザク
ライアント。
【請求項２６】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャは出力されるべきで
はないことを示す、前記IRAPピクチャに関連付けられた出力フラグを受信するように構成
される、ことを特徴とする請求項２５に記載のユーザクライアント。
【請求項２７】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、現在のチャネルを表現する現在のビデ
オビットストリームを受信して復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、別のチャネルを表す前記ビデオビット
ストリームを受信するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの最も最
近のIRAPピクチャ、または前記最も最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンをメモ
リに一時的に保存するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記別のチャネルを識別するチャネル
切り替え要求に基づいて、メモリから、前記最も最近のIRAPピクチャ、または、前記最も
最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンを引き出すように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記チャネル切り替え要求を受けてビ
デオビットストリーム内の次のDRAPピクチャとして前記DRAPピクチャを受信するように構
成される、ことを特徴とする請求項１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライア
ント。
【請求項２８】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、通信チャネル上で、前記IRAPピクチャ
を含むビデオビットストリームを受信して復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームにおける
破損または損失のピクチャの検出を受けて、フィードバックチャネル上でフィードバック
メッセージを送信するように構成され、前記フィードバックメッセージは、前記破損また
は損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の位置を示し、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記フィードバックメッセージに基づ
いて生成された前記DRAPピクチャを受信するように構成される、ことを特徴とする請求項
１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２９】
　前記DRAPピクチャと前記IRAPピクチャを取得するように構成されたピクチャ供給器（11
1）と、
　前記IRAPピクチャを復号化し、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして
前記IRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャを復号化するように構成された復号器（112
）と、
　前記DRAPピクチャにおいて前記ランダムアクセスオペレーションを実行するように構成
されたランダムアクセス部（113）を有する、ことを特徴とする請求項１８から２８のい
ずれか1項に記載のユーザクライアント。
【請求項３０】
　プロセッサ（121）と、
　前記プロセッサ（121）により実行可能な命令を含むメモリ（122）を有し、
　前記プロセッサ（121）は、前記DRAPピクチャと前記IRAPピクチャを取得するように動
作し、
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　前記プロセッサ（121）は、前記IRAPピクチャを復号化し、前記DRAPピクチャに対する
前記独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャを復号する
ように動作し、
　前記プロセッサ（121）は、前記DRAPピクチャにおいて前記ランダムアクセスオペレー
ションを実行するように動作する、ことを特徴とする請求項１８から２８のいずれか1項
に記載のユーザクライアント。
【請求項３１】
　ユーザクライアント（130）であって、
　ビデオビットストリームの依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャとイント
ラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを取得するためのピクチャ供給器（131）
と、ここで、前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットス
トリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号
化され、
　前記IRAPピクチャを復号化し、前記IRAPピクチャを前記DRAPピクチャに対する独占的な
参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化するための復号器（132）と、
 前記DRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するように構成され
たランダムアクセス部（133）を有する、ことを特徴とするユーザクライアント。
【請求項３２】
　ビデオ通信サーバ（200、210、220）であって、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、少なくとも一つのイントラランダムアク
セスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビットストリームを、通信チャネル上でユー
ザクライアント（100）に送信するように構成され、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、前記ユーザクライアント（100）からフィ
ードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信するように構成され、ここで、
前記フィードバックメッセージは、前記ユーザクライアント（100）において破損または
損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の位置を示し、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP
）ピクチャを、前記フィードバックメッセージに基づいて、前記ビデオビットストリーム
における前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用い
て符号化するように構成され、ここで、前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能
性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレ
ーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、前記DRAPピクチャを前記ユーザクライア
ント（100）に送信するように構成される、ことを特徴とするビデオ通信サーバ。
【請求項３３】
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、出力の順序および復号化の順序で前記DRA
Pピクチャに続く前記ビデオビットストリームの少なくとも一つの非ランダムアクセスポ
イント（非RAP）ピクチャを復号化するように構成され、前記少なくとも一つの非RAPは、
前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチャに先行するあらゆ
る非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とする請求項３２に記載
のビデオ通信サーバ。
【請求項３４】
　前記ユーザクライアント（100）から前記ビデオビットストリームと前記DRAPピクチャ
を送信するように構成される送信器（211）と、
　前記ユーザクライアント（100）から前記フィードバックチャネル上で前記フィードバ
ックメッセージを受信するように構成される受信器（213）と、
　前記フィードバックメッセージに基づいて前記DRAPピクチャを符号化するように構成さ
れた符号器（213）と、を有することを特徴とする請求項３２または３３に記載のビデオ
通信サーバ。
【請求項３５】
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　プロセッサ（221）と、
　前記プロセッサ（221）により実行可能な命令を含むメモリ（222）を有し、
　前記プロセッサ（221）は、前記ユーザクライアントへの送信のために、前k8ビデオビ
ットストリームと前記DRAPピクチャを出力するように動作し、
　前記プロセッサ（221）は、受信したフィードバックメッセージに基づいて、DRAPピク
チャを符号化するように動作する、ことを特徴とする請求項３２または３３に記載のビデ
オ通信サーバ。
【請求項３６】
　ビデオ通信サーバ（230）であって
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信するための送信
器（231）と、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信するための受信器（233）と、ここで、前記フィードバックメッセージは、
前記ユーザクライアント（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデ
オビットストリーム内の位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化するための符号器（232）とを有し、
　前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリーム
におけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記送信器（231）は前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信するた
めのものでもある、ことを特徴とするビデオ通信サーバ。
【請求項３７】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための符号器（30
、300）であって、
　前記符号器（30、300）は、前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダ
ムアクセスポイント（RAP）ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他
のピクチャを非RAPピクチャとして符号化するように構成され、
　前記符号器（30、300）は、m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイン
ト（IRAP）ピクチャとして符号化し、他のピクチャを依存性ランダムアクセスポイント（
DRAP）ピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして、復号化の順序に従ってそれぞれ最
も近く先行するIRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャとして符号化するように構成され
、
　各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットストリ
ームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする符号器。
【請求項３８】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための符号器（30
、300）であって、
　前記符号器（30、300）は、前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダ
ムアクセスポイント（RAP）ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他
のピクチャを非RAPピクチャとして符号化するように構成され、
　前記符号器（30、300）は、少なくとも依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピク
チャのサブセットに対して、前記RAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRA
P）ピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコストの差に基づい
て、前記RAPピクチャを前記IRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを判
定することにより、n番目毎のピクチャを符号化するように構成され、
　DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを、
前記DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用して復号化され、
　前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットスト
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リームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする符号器。
【請求項３９】
　前記符号器（30、300）は、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する
推定ビットコストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビ
ットコストから閾値を引いたものより低い場合、DRAPピクチャとして前記RAPピクチャを
符号化し、それ以外は、前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化するように構成さ
れる、ことを特徴とする請求項３８に記載の符号器。
【請求項４０】
　DRAPピクチャとしての前記RAPピクチャの符号化が、最大の距離より大きい、前記ビデ
オビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を導く場合にのみ、RAPピク
チャはIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかの判定を行い、それ以外で
はIRAPピクチャとして前記RAPピクチャを符号化するように構成される、ことを特徴とす
る請求項３８または３９に記載の符号器。
【請求項４１】
　プロセッサ（301）と、
　前記プロセッサ（301）により実行可能な命令を含むメモリ（302）を有し、
　前記プロセッサ（301）は、前記ビデオストリームにおいてn番目毎のピクチャをRAPピ
クチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおいて前記他のピクチャを非RAPピクチ
ャとして符号化するように動作する、ことを特徴とする請求項３７から４０のいずれか１
項に記載の符号器。
【請求項４２】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを取得させ、ここで前記DRAPピクチ
ャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムア
クセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオビットストリームのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）を取得させ
、
　前記IRAPピクチャを復号化させ、 
　前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記
DRAPピクチャを復号化させ、
　前記復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行させる
、命令を含むことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４３】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信させ、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信させ、ここで、前記フィードバックメッセージは、前記ユーザクライアント
（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の
位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化させ、ここで、前記DRAPピクチャは、
参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセ
スポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信させる、命令を含むことを
特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４４】
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　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化させ、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチ
ャとして符号化させ、
　前記プロセッサ（410）に、m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイン
ト（IRAP）ピクチャとして符号化させ、他のピクチャを依存性ランダムアクセスポイント
（DRAP）ピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして、復号化の順序に従ってそれぞれ
最も近く先行するIRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャとして符号化させることにより
、前記n番目毎のピクチャを符号化させ、
　各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットストリ
ームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、命令を含むことを特徴とするコンピ
ュータプログラム。
【請求項４５】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化させ、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチ
ャとして符号化させ、
　前記プロセッサ（410）に、少なくとも依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピク
チャのサブセットに対して、前記RAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRA
P）ピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコストの差に基づい
て、前記RAPピクチャを前記IRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを判
定させることにより、n番目毎のピクチャを符号化させ、
　DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを、
前記DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用して復号化され、
　前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットスト
リームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、命令を含むことを特徴とするコン
ピュータプログラム。
【請求項４６】
　請求項４２から４４のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム（440）を含むキ
ャリア（450）であって、前記キャリア（450）は、電子信号、光学信号、電磁気信号、磁
気信号、電気信号、無線信号、マイクロ波信号、またはコンピュータ読み取り可能な記憶
媒体（450）のうちのいずれかである、ことを特徴とするキャリア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実施形態は、一般的にはビデオプロセッシングに関し、特に、ビデオビットストリー
ムにおけるランダムアクセスオペレーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット、ブロードキャストネットワーク、およびモバイルネットワークを介し
て送信されるビデオデータの量は、年々増加している。この傾向は、 Netflix,、Hulu、
およびYouTube（登録商標）等のover-the-top（OTT）サービスの利用、並びに、高品質の
ビデオおよびよりフレキシブルなTV観覧方法および他のビデオサービスに対する要求の増
加により押し上げられている。
【０００３】
　ビデオに対する増加するビットレートの要求を維持するために、有効なビデオ圧縮を有
することが重要である。近年、MPEGと協力するJCT-VCは、その前身のAVC/H.264と比較し
て、同じ品質に対して半分のビットレートを効率的にカットする、高効率ビデオ符号化（
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HEVC（high efficiency video coding））バージョン1を開発した。
【０００４】
　H.265とも参照されるHEVCは、ブロックベースのビデオ符号化であり、時間的および空
間的な予想を両方利用する。空間的な予想は、現在のピクチャ内からのイントラ（I）予
想を用いて達成される。イントラ符号化されたブロックを構成するピクチャは、I-ピクチ
ャと参照される。時間的な予想は、ブロックレベルにおいて、ユニプレディクティブ予想
とも参照されるインター予想（P）、または、バイプレディクティブ予想とも参照される
双方向インター予想（B）を用いて達成される。インター予想において、予想は、単一の
先に復号化されたピクチャから実施される。双方向予想において、予想は、同じ先に復号
化されたピクチャまたは2つの異なる先に復号化されたピクチャのいずれかを参照し得る2
つの予想の組み合わせから実施される。先に復号化されたピクチャは、現在のピクチャの
前に復号化され、表示時間（出力時間）において現在のピクチャの前または後に現れ得る
。少なくとも一つのインター符号化ブロックを含むが、双方向符号化インターブロックを
含まないピクチャは、P-ピクチャと参照される。少なくとも一つの双方向インターブロッ
クを構成するピクチャは、B-ピクチャとして参照される。P-ピクチャとB-ピクチャは、イ
ントラ符号化されたブロックも含み得る。典型的なブロックに対しては、イントラ符号化
は、バイプレディクティブ符号化より一般的にコストがかかるインター符号化に比べて、
一般的にビットコストがかなりかかる。
【０００５】
　瞬間復号更新（instantaneous decoding refresh（IDR））ピクチャは、次のピクチャ
がIDRピクチャの前にピクチャを参照しないI-ピクチャである。クリーンランダムアクセ
ス（clean random access（CRA））ピクチャは、I-ピクチャであり、ランダムアクセスス
キップリーディング（RASL）ピクチャに、復号化の順序でCRAピクチャに続き、出力の順
序でディスプレイにおけるDRAピクチャに先行するピクチャを参照することを許容する。C
RAピクチャで復号化を開始する場合、CRAピクチャがランダムアクセスのために使用され
る場合に、RASLピクチャは、予想に対して利用可能とならなくてもよいCRAピクチャに先
行するピクチャから予想されることが許容されるので、RASLピクチャは、外されなければ
ならない。ブロークンリンクアクセス（Broken link access （BLA））ピクチャは、ビッ
トストリームにおいて、接続（splicing）ポイントを示すために使用されるI-ピクチャで
ある。ビットストリーム接続オペレーションは、最初のビットストリームにおけるCRAピ
クチャのピクチャタイプをBLAピクチャに変更し、他のビットストリームにおける好適な
位置においてストリームを連結することにより実施することができる。
【０００６】
　イントラランダムアクセスポイント（（intra random access point）IRAP）ピクチャ
は、IDR、CRA、またはBLAピクチャのいずれかであり得る。全てのIRAPピクチャは、復号
化および出力の順序の両方においてIRAPに続くピクチャは、復号化の順序においてIRAPピ
クチャの前のあらゆるピクチャを参照しないことを保証する。ビットストリームの最初の
ピクチャは、IRAPピクチャである必要があるが、ビットストリームに渡って多くの他のIR
APピクチャが存在し得る。IRAPピクチャは、例えば、TVを観るときや一つのTVチャネルか
ら別のチャネルに切り替えるときに、ビデオストリームへアクセスするための可能性を提
供する。IRAPピクチャはまた、例えばビデオプレーヤーのコントロールバーを用いてプレ
イ位置を動かすことにより、ビデオクリップを探すため、および、およびダイナミックス
トリーミングサービスにも使用され得る。更に、IRAPピクチャは、ビットストリームにお
けるエラーまたは損失が存在する場合に、ビデオのリフレッシュ（更新）を提供し、それ
によりビデオビットストリームのエラー耐性が向上する。
【０００７】
　デジタルTVは、一般的にブロードキャスティングサービスと参照される地上波、衛星お
よびケーブルの3つの形態、および、一般的にマルチキャストサービスと参照されるイン
ターネットプロトコルテレビ（IPTV）の1つの形態が存在する。これらのサービスの全て
において、受信器は1つのTVチャネルのビデオビットストリームを受信し、それは復号化
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され、復号化されたビデオはエンドユーザに表示される。受信器がさらに、チャネル／プ
ログラムを後に観覧する能力を有するユーザに供給するために受信された、1つ以上の追
加的なチャネルのビデオビットストリームを受信できることは一般的である。
【０００８】
　アダプティブストリーミングサービスにおいて、受信器に受信されるビットレートは、
ネットワークの能力に適合するように調整される。ハイパーテキストプロトコル（HTTP）
（DACH）、HTTPライブストリーミング（HLS）およびスムース（smooth）ストリーミング
を介したダイナミックな適応的ストリーミングサービスにおいて、ユーザクライアントは
、サーバから提供された異なる表現のセットから、典型的に10秒のビデオを表現するチャ
ンクまたはセグメントに渡るビットレートを選択する。
【０００９】
　ビデオ会議サービスおよびビデオ電話サービスにおいて、ユーザクライアント間の2方
向通信が存在する。復号化されたピクチャにおけるパケット損失または破損を示すフィー
ドバックメッセージを使用することが可能である。参照ピクチャ選択表示（Reference Pi
cture Selection Indication（RPSI））は、受信器に対して、一つ以上の最近に送信され
たピクチャは復号化されていない可能性があることから、古いピクチャが参照のために使
用されるべきであることを示すことを可能にするフィードバックメッセージである。参照
として、先のIRAPピクチャ等の正しく受信され復号化された古いピクチャを使用すること
により、符号器は、新しいイントラピクチャを送信する必要がなくなる。しかしながら、
RPSI等のフィードバックメッセージを送信した後、受信器は、いつ送信側がそのメッセー
ジを認識し、参照のための選択された参照ピクチャのみを使用したかを把握できない。
【００１０】
　ブロードキャストサービスおよびマルチキャストサービスにおいて、できるだけ短いチ
ャネル切り替え時間を維持することが望まれている。しかしながら、別のチャネルに切り
替えるために、当該別のチャネルのビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポ
イント（random access point（RAP））が存在する必要がある。しかしながら、RAPとし
てIRAPピクチャを使用することにより、ビデオビットストリームを符号化することがより
コスト高になり、結果として、イントラピクチャを必要としないビデオビットストリーム
と比較して実質的にビットレートを増加させる。
【００１１】
　アダプティブストリーミングでは、一つの表現から別の表現に切り替えるために、ユー
ザクライアントが切り替えるために選択した表現におけるアクセスポイントが存在する必
要がある。これは、今日ではIRAPピクチャを伴って実現化される。IRAPピクチャはまた、
ユーザが、ビデオストリームにおいて異なる位置にジャンプするために使用する際に使用
される。これらのIRAPピクチャは、IRAPピクチャを含まないビデオビットストリームと比
較して、実質的にビットレートを増加させる。
【発明の概要】
【００１２】
　一般的には、効率的なビデオ処理を提供することを目的とする。
【００１３】
　特に、ビデオビットストリームにおける効率的なランダムアクセスオペレーションを可
能とすることを目的とする。
【００１４】
　これらの目的および他の目的は、以下に開示する実施形態により達成される。
【００１５】
　実施形態の観点は、ビデオビットストリームにおいてランダムアクセスオペレーション
を実行するための方法に関する。方法は、依存性ランダムアクセスポイント（dependent 
random access point（DRAP））ピクチャを取得することを含む。DRAPピクチャは、参照
として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイ
ントを構成するトレーリング（trailing）ピクチャとして符号化される。方法はまた、ビ
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デオビットストリームのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを取得する
ことを含む。方法は更に、IRAPピクチャを復号化することと、IRAPピクチャをDRAPピクチ
ャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化することを含む。
方法は追加的に、復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを
実行することを含む。
【００１６】
　実施形態の関連する観点は、DRAPピクチャを取得するために構成されたユーザクライア
ントを定義する。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットス
トリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号
化される。ユーザクライアントは、ビデオビットストリームのIRAPピクチャを取得するよ
うに構成される。ユーザクライアントは更に、IRAPピクチャを復号化することと、IRAPピ
クチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号
化するように構成される。ユーザクライアントは追加的に、復号化されたDRAPピクチャに
おいてランダムアクセスオペレーションを実行するように構成される。
【００１７】
　実施形態の別の関連する観点は、DRAPピクチャとIRAPピクチャを取得するためにピクチ
ャ供給器を有するユーザクライアントを定義する。DRAPピクチャは、参照として使用され
る可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する
トレーリングピクチャとして符号化される。ユーザクライアントは更に、IRAPピクチャを
復号化し、IRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDR
APピクチャを復号化するための復号器を有する。ユーザクライアントはさらに、復号化さ
れたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するためのランダムア
クセス部を有する。
【００１８】
　実施形態の別の観点は、ユーザクライアントへの通信チャネル上で少なくとも1つのIRA
Pピクチャを含むビデオビットストリームを送信することを含むビデオ通信方法を定義す
る。方法は、ユーザクライアントからのフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信することを含む。フィードバックメッセージは、ユーザクライアントにおい
て破損または損失したピクチャに対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。方法
は更に、フィードバックメッセージに基づいて、ビデオビットストリームにおける先のIR
APピクチャとDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いてDRAPピクチャを符
号化することを含む。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビッ
トストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして
符号化される。方法は追加的に、ユーザクライアントへDRAPピクチャを送信することを含
む。
【００１９】
　実施形態の関連する観点は、ユーザクライアントへの通信チャネル上で少なくとも1つ
のIRAPピクチャを含むビデオビットストリームを送信するように構成されたビデオ通信サ
ーバを定義する。ビデオ通信サーバは、ユーザクライアントからのフィードバックチャネ
ル上でフィードバックメッセージを受信するようにも構成される。フィードバックメッセ
ージは、ユーザクライアントにおいて破損または損失したピクチャに対応するビデオビッ
トストリーム内の位置を示す。ビデオ通信サーバは更に、フィードバックメッセージに基
づいて、ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占
的な参照ピクチャとして用いてDRAPピクチャを符号化するように構成される。DRAPピクチ
ャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムア
クセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化される。ビデオ通信サーバ
は追加的に、ユーザクライアントへDRAPピクチャを送信するように構成される。
【００２０】
　実施形態の別の観点は、ユーザクライアントへの通信チャネル上で少なくとも1つのIRA
Pピクチャを含むビデオビットストリームを送信する送信器を有するビデオ通信システム



(14) JP 2017-522767 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

を定義する。ビデオ通信サーバは、ユーザクライアントからのフィードバックチャネル上
でフィードバックメッセージを受信するための受信器も含む。フィードバックメッセージ
は、ユーザクライアントにおいて破損または損失したピクチャに対応するビデオビットス
トリーム内の位置を示す。ビデオ通信サーバは更に、フィードバックメッセージに基づい
て、ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な
参照ピクチャとして用いてDRAPピクチャを符号化するための符号器を有する。DRAPピクチ
ャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムア
クセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化される。送信器は、ユーザ
クライアントへDRAPピクチャを送信するためのものでもある。
【００２１】
　実施形態の別の観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号
化するための方法に関する。方法は、ビデオストリームにおいてn番目毎のピクチャをRAP
ピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャとし
て符号化することを含む。n番目毎のピクチャの符号化は、m番目毎のRAPピクチャをIRAP
ピクチャとして符号化し、他のRAPピクチャを、復号化の順序に従って各最も近接して先
行するIRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピ
クチャとして符号化することにより、n番目毎のピクチャを符号化することを含む。各DRA
Pピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオビットストリームにおけ
るランダムアクセスポイントを構成する。
【００２２】
　実施形態のさらに別の観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリーム
に符号化するための方法に関する。方法は、ビデオストリームにおいてn番目毎のピクチ
ャをRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチ
ャとして符号化することを含む。n番目毎のピクチャを符号化することは、少なくともRAP
ピクチャのサブセットに対して、IRAPピクチャとして、またはDRAPピクチャとしてRAPピ
クチャを符号化することの間のビットコスト差に基づいて、RAPピクチャがIRAPピクチャ
として符号化されるかDRAPピクチャとして符号化されるかを決定（判定）することにより
、n番目毎のピクチャを符号化することを含む。DRAPピクチャは、復号化の順序に従って
、各最も近接して先行するIRAPピクチャを、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャ
として用いて符号化される。DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、
ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【００２３】
　実施形態の関連する観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに
符号化するための符号器を定義する。符号器はビデオストリームにおいてn番目毎のピク
チャをRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピク
チャとして符号化するように構成される。符号器はまた、m番目毎のRAPピクチャをIRAPピ
クチャとして符号化し、他のRAPピクチャを、復号化の順序に従って各最も近接して先行
するIRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピク
チャとして符号化することにより、n番目毎のピクチャを符号化するように構成される。
各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオビットストリームに
おけるランダムアクセスポイントを構成する。
【００２４】
　実施形態の別の関連する観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリー
ムに符号化するための符号器を定義する。符号器はビデオストリームにおいてn番目毎の
ピクチャをRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAP
ピクチャとして符号化するように構成される。符号器はまた、少なくともRAPピクチャの
サブセットに対して、IRAPピクチャとして、またはDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符
号化することの間のビットコスト差に基づいて、RAPピクチャがIRAPピクチャとして符号
化されるかDRAPピクチャとして符号化されるかを決定（判定）することにより、n番目毎
のピクチャを符号化するように構成される。DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、各
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最も近接して先行するIRAPピクチャを、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとし
て用いて符号器により符号化される。DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号
化され、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【００２５】
　実施形態のさらに別の観点は、命令を含むコンピュータプログラムに関する。当該命令
は、プロセッサにより実行された場合に、当該プロセッサに、参照として使用される可能
性がありビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリ
ングピクチャとして符号化されるDRAPピクチャを取得させる。プロセッサにはまた、ビデ
オビットストリームのIRAPピクチャを取得させる。プロセッサには更に、IRAPピクチャを
復号化させ、IRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用して
DRAPピクチャを復号化させる。プロセッサには追加的に、復号化されたDRAPピクチャにお
いてランダムアクセスオペレーションを実行させる。
【００２６】
　実施形態のさらなる観点は、命令を含むコンピュータプログラムに関する。当該命令は
、プロセッサにより実行された場合に、当該プロセッサに、ユーザクライアントへの通信
チャネル上で少なくとも1つのIRAPピクチャを含むビデオビットストリームを送信させる
。プロセッサにはまた、ユーザクライアントからのフィードバックチャネル上でフィード
バックメッセージを受信させる。フィードバックメッセージは、ユーザクライアントにお
いて破損または損失したピクチャに対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。プ
ロセッサには更に、フィードバックメッセージに基づいて、ビデオビットストリームにお
ける先のIRAPピクチャとDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いてDRAPピ
クチャを符号化させる。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビ
ットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとし
て符号化される。プロセッサには追加的に、ユーザクライアントへDRAPピクチャを送信さ
せる。
【００２７】
　実施形態の更なる別の観点は、命令を含むコンピュータプログラムに関する。当該命令
は、プロセッサにより実行された場合に、当該プロセッサにn番目毎のピクチャをRAPピク
チャとして符号化させ、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャとして
符号化させる。プロセッサにはまた、m番目毎のRAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化
させ、他のRAPピクチャを、復号化の順序に従って各最も近接して先行するIRAPピクチャ
をDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャとして符号化
させることにより、n番目毎のピクチャを符号化させる。各DRAPピクチャは、トレーリン
グピクチャとして符号化され、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
トを構成する。
【００２８】
　実施形態の更なる別の観点は、命令を含むコンピュータプログラムに関する。当該命令
は、プロセッサにより実行された場合に、当該プロセッサにn番目毎のピクチャをRAPピク
チャとして符号化させ、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャとして
符号化させる。プロセッサにはまた、少なくともRAPピクチャのサブセットに対して、IRA
Pピクチャとして、またはDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することの間のビット
コスト差に基づいて、RAPピクチャがIRAPピクチャとして符号化されるかDRAPピクチャと
して符号化されるかを決定（判定）することにより、n番目毎のピクチャを符号化させる
。DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、各最も近接して先行するIRAPピクチャを、DR
APピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いる符号器により符号化される。DRAP
ピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオストリームにおけるランダ
ムアクセスポイントを構成する。
【００２９】
　実施形態の関連する観点は、上記の実施形態に従うコンピュータプログラムを有するキ
ャリアを定義する。キャリアは、電子信号、光学信号、電磁気信号、磁気信号、電気信号
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、無線信号、マイクロ波信号、またはコンピュータ読み取り可能な記憶媒体のうちのいず
れかである。
【００３０】
　本実施形態は、ランダムアクセスオペレーションを実行するために使用されるビデオビ
ットストリームにおける新しいタイプのRAPピクチャを提供する。そのようなRAPピクチャ
は、先のIRAPピクチャを独占的な参照ピクチャとして使用して符号化および復号化するこ
とを暗示するDRAPピクチャである。結果として、DRAPピクチャは、IRAPピクチャと比較し
て顕著に低いビットコストにおいて表されるが、それでも、ビデオビットストリームにお
いてRAPを構成し、それにより、ビデオビットストリーム内でランダムアクセスオペレー
ションを実行するために使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　実施形態は、その目的と利点を伴い、付属の図面と共に以下の説明を参照して最も良く
理解され得る。
【図１】図1は、実施形態に従うランダムアクセスオペレーションを実行するための方法
を示すフローチャートである。
【図２】図2は、図1における取得ステップの実施形態を示すフローチャートである。
【図３】図3は、図1における取得ステップの別の実施形態を示すフローチャートである。
【図４】図4は、図1に示す方法の、追加的、オプション的なステップを示すフローチャー
トである。
【図５】図5は、図1における取得ステップの更なる実施形態を示すフローチャートである
。
【図６】図6は、図1における取得ステップの更なる別の実施形態を示すフローチャートで
ある。
【図７】図7は、実施形態に従うビデオ通信方法を示すフローチャートである。
【図８】図8は、図7に示す方法の、追加的、オプション的なステップを示すフローチャー
トである。
【図９】図9は、実施形態に従うビデオストリームを符号化するための方法を示すフロー
チャートである。
【図１０】図10は、図9における符号化ステップの実施形態を示すフローチャートである
。
【図１１】図11は、図9における符号化ステップの別の実施形態を示すフローチャートで
ある。
【図１２】図12は、現在のHEVC規格を用いたランダムアクセス構成を伴うビデオビットス
トリームを概略的に示す。
【図１３】図13は、DRAPピクチャを用いたランダムアクセス構成を伴うビデオビットスト
リームを概略的に示す。
【図１４】図14は、従来のIRAPアプローチを用いたスクリーンコンテンツの例を示す。
【図１５】図15は、DRAPピクチャを用いたチャネル切り替えの例をを示す。
【図１６】図16は、アダプティブストリーミングに対する実施可能なシナリオを表すシグ
ナリング図である。
【図１７】図17は、ライブストリーミングと会話のサービスに対する実施可能なシナリオ
を表すシグナリング図である。
【図１８】図18は、実施形態に従う符号器と復号器の概略図である。
【図１９】図19は、実施形態に従うユーザクライアントの概略ブロック図である。
【図２０】図20は、別の実施形態に従うユーザクライアントの概略ブロック図である。
【図２１】図21は、更なる実施形態に従うユーザクライアントの概略ブロック図である。
【図２２】図22は、実施形態に従うビデオ通信サーバの概略ブロック図である。
【図２３】図23は、別の実施形態に従うビデオ通信サーバの概略ブロック図である。
【図２４】図24は、更なる実施形態に従うビデオ通信サーバの概略ブロック図である。
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【図２５】図25は、実施形態に従う符号器の概略ブロック図である。
【図２６】図26は、実施形態に従うコンピュータプログラム実装を概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図面を通して、同様または対応する要素に対しては、同じ参照番号が用いられる。
【００３３】
　本実施形態は、一般的にはビデオプロセッシングに関し、特に、ビデオビットストリー
ムにおけるランダムアクセスオペレーションに関する。
【００３４】
　実施形態では、ビデオ符号化および復号化内で、ランダムアクセスポイント（RAP）に
関して新しいコンセプトが導入される。実施形態のRAPピクチャは、ビデオストリームに
おいて従来RAPとして使用されているIRAPピクチャとは異なる。IRAPピクチャは、独立し
て復号化可能である。すなわち、あらゆる参照ピクチャを使用しない。実施形態のRAPは
、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP（dependent random access point））ピクチ
ャの形式の依存性のRAPである。従って、実施形態のDRAPピクチャは、独立して復号化可
能ではない。すなわち、DRAPピクチャは、少なくとも1つの参照ピクチャを使用するが、
まだビデオビットストリーム内でRAPを構成する。DRAPピクチャは、符号化され、IRAPピ
クチャと比較して顕著に少ないビットを用いて表すことが可能である。従って、実施形態
のDRAPピクチャは、ビデオビットストリームの全体のビットコストを削減するために使用
され得る。または、全体のビットコストを増加させずにビデオビットストリームにおける
RAPの全体の数を増加させるために用いられ得る。
【００３５】
　DRAPピクチャは、どの参照ピクチャが使用できるかについてDRAPピクチャはかなり制限
されているという点で、他の非IRAPピクチャとは異なる。これらの制約により、DRAPピク
チャはランダムアクセスオペレーションに対して使用することが可能となる。ランダムア
クセスオペレーションは、ビデオビットストリームの最初から復号化が開始されない場合
である。代わりに、ランダムアクセスポイントとして識別されるポイントにおけるビット
ストリーム内のいくつかの位置において復号化が開始される。ランダムアクセスオペレー
ションの例は、ブロードキャストされたTVストリームにチューニングすること、すなわち
、TVを観ることを開始すること、または、あるTVチャネルを別のチャネルに切り替える場
合を含む。
【００３６】
　結果として、実施形態のDRAPピクチャは、ビデオビットストリームに導入することが可
能であり、ランダムアクセスオペレーションを実行するためではあるが、ランダムアクセ
スを可能にするために、IRAPピクチャを用いるより、ビットの数に関してより少ないコス
トで使用される。
【００３７】
　図1は、実施形態に従う、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスオペレー
ションを実行するため方法を示すフローチャートである。方法は、DRAPピクチャを取得す
ることを含むステップS1で開始する。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があ
り、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリング
ピクチャ（trailing picture）として符号化される。次のステップS2は、ビデオビットス
トリームのIRAPピクチャを取得することを含む。IRAPはステップS3で復号化され、DRAPピ
クチャは、IRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してス
テップS4で復号化される。次のステップS5は、復号化されたDRAPピクチャにおいてランダ
ムアクセスオペレーションを実行することを含む。
【００３８】
　ステップS1からS3は、ステップS3の前にステップS2が実施される限りどのような順序で
実施されてもよい。例えば、ステップS1とS2は、あらゆる順序で連続に（ステップS2の前
にステップS1またはステップS1の前にステップS2）、または、少なくとも部分的に並列に
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実行され得る。相応的に、ステップS1はステップS3の前またはそれに続いて、または、少
なくとも部分的に、ステップS3と並列的に実行され得る。
【００３９】
　ステップS3で復号化されるIRAPピクチャは、ステップS4でDAPピクチャを復号化する際
に参照ピクチャとして使用され、それにより、復号化の順序に従ってビデオビットストリ
ームにおいて先行するIRAPピクチャである。IRAPピクチャは、独立して、すなわち、参照
ピクチャなしで、復号化される。
【００４０】
　ステップS4で復号化されるDRAPピクチャは、IRAPピクチャと明確に対照的に、少なくと
も1つの参照ピクチャを有する。この少なくとも1つの参照ピクチャは、ステップS3で復号
化されたようなIRAPピクチャであることが好ましい。
【００４１】
　実施形態では、ステップS4は、DRAPピクチャを、ビデオビットストリームにおいて、復
号化の順序に従って最も近く先行するIRAPピクチャのみを、DRAPピクチャに対する独占的
な参照ピクチャとして使用して復号化することを含む。本実施形態では、DRAPピクチャは
、復号化の順序に従ってビデオビットストリームにおいて最も近く先行するIRAPピクチャ
のみを参照することができ、ステップS4においてDRAPピクチャのブロックを復号化する際
に参照ピクチャとしてこの特定のIRAPピクチャのみを使用することができる。
【００４２】
　DRAPピクチャは、最も近く先行するIRAPピクチャに対する単一の参照の表示を有する時
間的予想ピクチャとして符号化され得る。これは、DRAPピクチャは、P-ピクチャと見なさ
れることを意味するが、P-ピクチャはRAPを構成することができないのに対し、ビデオビ
ットストリームにおいてRAPを含むという重要な違いがある。別の例では、DRAPピクチャ
はB-ピクチャと見なされ得る。そのようなケースでは、それは、最も近く先行するIRAPピ
クチャに対する一つだけの参照の代わりに、同じ最も近く先行するIRAPに対する2つの参
照を使用するブロックを含み得る。
【００４３】
　DRAPピクチャは、P-ピクチャ等の時間的予想ピクチャであり、先のRAPピクチャを参照
することで十分であり得る。先のRAPピクチャは、実施形態では、ビデオビットストリー
ムにおいてより早いピクチャの符号化された表現に対応するピクチャであり得る。また、
先のRAPピクチャは、出力されないが、ビデオビットストリームにおけるピクチャに対す
る参照を構成するのみの、例えばシーンの背景を表す、ピクチャであり得る。
【００４４】
　DRAPピクチャは、参照として使用され得るトレーリングピクチャとして符号化される。
トレーリングピクチャは、出力の順序で、関連付けられたRAPピクチャに続くピクチャで
ある。関連付けられたRAPピクチャは、復号化の順序で最も近く先行するRAPピクチャであ
る。HEVCでは、DRAPピクチャは、いわゆるTRAIL_Rピクチャである。TRAIL_Rは、参照とし
て使用され得るトレーリングピクチャとして定義される。したがって、ビデオビットスト
リームにおいて復号化の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、復号化の間、DRAPピクチ
ャを参照し、参照ピクチャとしてDRAPピクチャを使用し得る。
【００４５】
　したがって、トレーリングピクチャは、IRAPピクチャとしてマークされず、IRAPピクチ
ャへのリーディングピクチャではない。それは、復号化の順序でIRAPピクチャに続き、し
たがって、それは、IRAPピクチャのトレーリングピクチャである。HEVC規格では、トレー
リングピクチャはまた、出力の順序でIRAPピクチャに続く。
【００４６】
　TRAIL_Rピクチャはまた、HEVCでは、1のネットワークアブストラクションレイヤ（NAL
）タイプ値により示される。したがって、実施形態では、DRAPピクチャは、DRAPピクチャ
の符号化されたビデオデータを含むNALユニットのNALユニットヘッダにおいて、1のNALタ
イプ値を含む。
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【００４７】
　特定の実施形態では、DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビ
ットストリームの一番低いレイヤに属するトレーリングピクチャとして符号化される。し
たがって、本実施形態では、DRAPピクチャは、0に等しい時間的識別子パラメータの値（t
emporal idまたはTemporalId）を有する0のtemporal idは、DRAPピクチャが一番低いレイ
ヤに属し、ビデオビットストリームにおける他のピクチャによりそれらのtemporal idに
関係なく、参照として使用されることができることを意味する。
【００４８】
　DRAPピクチャは、種々の実施形態に従って、ビデオビットストリームにおけるDRAPピク
チャとしてシグナリングされ得る。
【００４９】
　実施形態において、DRAPピクチャは、ピクチャタイプ識別子に基づいたDRAPピクチャと
して識別されるDRAPピクチャに関連付けられた、ビデオビットストリームのNALユニット
ヘッダに含まれる。
【００５０】
　したがって、実施形態では、少なくとも一つのNALユニットタイプの値が、DRAPピクチ
ャをシグナリングするために充てられる。これは、DRAPピクチャの符号化されたビデオデ
ータを運ぶNALユニットが、DRAPピクチャに充てられた値に設定されたそのNALユニットヘ
ッダにおけるNALユニットタイプパラメータの値を有することを意味する。非限定的な例
として、NALユニットタイプ＝24が、DRAPピクチャをシグナリングするために使用され得
る。
【００５１】
　別の実施形態では、図1のステップS1は、DRAPピクチャに関連付けられた補助的強化情
報（supplemental enhancement information（SEI））メッセージに基づいたDRAPピクチ
ャとしてDRAPピクチャを識別することを含む。方法はそして、図1におけるステップS2へ
続く。
【００５２】
　例では、SEIメッセージは、ピクチャはDRAPピクチャであることを示す、関連付けられ
たピクチャと共に送信され、それによりビデオビットストリームにおいてRAPとして使用
されることができる。したがって、ビデオビットストリームにおけるSEIメッセージの設
置により、どのピクチャにSEIメッセージが属するかが示される。
【００５３】
　もしDRAPピクチャがSEIメッセージを用いてシグナリングされた場合、上記の実施形態
において説明したようにビデオビットストリームにおける特定のピクチャタイプとしてDR
APピクチャをシグナリングする必要はない。
【００５４】
　したがって、説明的なものであるが非限定的な例としての以下のdependent_rap_indica
tionとして示される新しいタイプのSEIメッセージが、ビデオビットストリームにおける
どのピクチャがDRAPピクチャであるかをシグナリングするために使用される。
【００５５】
　実施形態では、SERIメッセージは空（empty）であり得る。そして、復号器、ネットワ
ークエレメント、またはビデオビットストリームに対して動作するあらゆるエンティティ
に、SEIメッセージに関連付けられたピクチャはDRAPピクチャであることを示すために使
用される。
【００５６】
　SEIメッセージは以下の形式をとり得る。
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【００５７】
　他の実施形態では、SEIメッセージは空ではなく、以下にさらに説明する追加的な情報
を含み得る。
【００５８】
　SEIメッセージの別のバージョンは、以下のように構成され得る。

【００５９】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージ（dependent RAP indication SEI message）
は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャおよび、出力の
順序でそれに続くピクチャを正しく復号化するために、ビデオビットストリームのどの部
分が符号化されるのに必要かを決定する際に復号器を支援する。
【００６０】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャは、DRAPピクチャ
として参照される。DRAPピクチャは、参照のためのその関連付けられたIRAPピクチャを使
用し得るが、参照のためのあらゆる他のピクチャは使用しないだろう。
【００６１】
　DRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行する場合、出力の順序でDRAPピクチャに
先行する全てのピクチャに対して、pic_output_flagの値は0に等しいと推測されるべきで
ある。出力の順序でDRAPピクチャに先行する復号化されたピクチャは、復号化ピクチャバ
ッファにおいて利用可能ではないピクチャに対する参照を含み得る.
【００６２】
　出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピ
クチャに先行するあらゆるピクチャを参照として使用しないだろう。例外として、他のそ
の後のDRAPピクチャは、関連付けられたIRAPピクチャを参照として使用し得る。
【００６３】
　broken_link_flag は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージの場所においてNALユ
ニットストリームにおける破損したリンク（broken link）の存在または不存在を示し、
以下のように更なるセマンティクスに関連付けられる。
【００６４】
‐もしbroken_link_flagが1に等しい場合、先のIRAPアクセスユニットの位置における復
号化プロセスが開始することにより提供されたピクチャは、依存性RAPインジケーション
に関連付けられたアクセスユニットに先行する復号化されたピクチャが表示されるべきで
はない広さに、望まない視覚的なアーチファクトを有し得る。
‐それ以外の場合（broken_link_flagが0に等しい）、視覚的なアーチファクトのあらゆ
る潜在的な存在に関する表示は与えられない。
【００６５】
　SEIメッセージの別のバージョンは、以下のように構成され得る。
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【００６６】
　この例では、図1のステップS1は、DRAPピクチャに関連付けられたSEIメッセージに少な
くとも部分的に基づいて、ビデオビットストリームにおけるDRAPピクチャを識別すること
を含む。方法はまた、SEIメッセージから参照ピクチャデルタ識別子を受信することを含
む。方法は更に、参照ピクチャデルタ識別子が0より大きい場合に、DRAPピクチャのピク
チャオーダーカウント（POC）と参照ピクチャデルタ識別子に基づいて、IRAPピクチャのP
OC値を算出することを含む。本実施形態では、図1のステップS2は、参照ピクチャデルタ
識別子が0より大きい場合に、算出されたPOC値に基づいてIRAPピクチャを識別すること、
および、参照ピクチャデルタ識別子が0に等しい場合にビデオビットストリームにおいて
最も近く先行するIRAPピクチャとしてのIRAPピクチャを識別することを含む。
【００６７】
　特定の実施形態では、方法はまた、参照ピクチャデルタ識別子の値を調査することを含
む。もし当該値が0と異なる場合、DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用されるI
RAPピクチャのPOC値が算出され、好ましくは、POC(IRAP) = POC(DRAP) － (reference_ir
ap_picture_poc_delta_idc_minus1 + 1)と等しくなる。IRAPピクチャはそして、算出され
たPOC値に基づいて識別される。
【００６８】
　しかしながら、当該調査により参照ピクチャデルタ識別子が0に等しいと結論付けられ
た場合、IRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおける最も近く先行するIRAPピクチ
ャとして識別される。したがって、この場合では、POC値を計算することは必要ではない
。
【００６９】
　これらの例では、IRAPピクチャのPOC値は、常にDRAPピクチャのPOC値より低くなり得る
。なぜならば、復号化および出力の順序において、IRAPピクチャはDRAPピクチャに先行す
るからである。これは、参照ピクチャデルタ識別子が0に等しいまたは正の整数となり得
ることを意味する。
【００７０】
　SEIメッセージは、パラメータ参照ピクチャデルタ識別子、または、上記に示したよう
な、破損リンクフラグ（broken link flag）と共に参照ピクチャデルタ識別子のみを含む
ことが可能である。
【００７１】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージ（dependent RAP indication SEI message）
は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャおよび、出力の
順序でそれに続くピクチャを正しく復号化するために、ビデオビットストリームのどの部
分が符号化されるのに必要かを決定する際に復号器を支援する。
【００７２】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャは、DRAPピクチャ
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として参照される。DRAPピクチャは、参照のためのその関連付けられたIRAPピクチャを使
用し得るが、参照のためのあらゆる他のピクチャは使用しないだろう。
【００７３】
　DRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行する場合、出力の順序でDRAPピクチャに
先行する全てのピクチャに対して、pic_output_flagの値は0に等しいと推測されるべきで
ある。出力の順序でDRAPピクチャに先行する復号化されたピクチャは、復号化ピクチャバ
ッファにおいて利用可能ではないピクチャに対する参照を含み得る。
【００７４】
　出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピ
クチャに先行するあらゆるピクチャを参照として使用しないだろう。例外として、他のそ
の後のDRAPピクチャは、関連付けられたIRAPピクチャを参照として使用し得る。
【００７５】
　もし存在すれば、broken_link_flagは上記のSEIの例におけるように定義される。
【００７６】
　referenced_irap_picture_poc_delta_idc_minus1 は、DRAPピクチャのPOCと、DRAPピク
チャにより参照されるIRAPピクチャのPOCマイナス（－）1との間の差を示す。
【００７７】
　実施形態の更なるバージョンでは、SEIメッセージは、以下のように構成され得る。

【００７８】
　これらのバージョンは上記のものと類似しているが、このケースでは、referenced_ira
p_picture_poc_delta_idcの値が0より大きい場合、IRAPピクチャのPOC値は、POC(IRAP) =
 POC(DRAP) － reference_irap_picture_poc_delta_idcと算出される。
【００７９】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージ（dependent RAP indication SEI message）
は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャおよび、出力の
順序でそれに続くピクチャを正しく復号化するために、ビデオビットストリームのどの部
分が符号化されるのに必要かを決定する際に復号器を支援する。
【００８０】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャは、DRAPピクチャ
として参照される。DRAPピクチャは、参照のためのその関連付けられたIRAPピクチャを使
用し得るが、参照のためのあらゆる他のピクチャは使用しないだろう。
【００８１】
　DRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行する場合、出力の順序でDRAPピクチャに
先行する全てのピクチャに対して、pic_output_flagの値は0に等しいと推測されるべきで
ある。出力の順序でDRAPピクチャに先行する復号化されたピクチャは、復号化ピクチャバ
ッファにおいて利用可能ではないピクチャに対する参照を含み得る。
【００８２】
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　出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピ
クチャに先行するあらゆるピクチャを参照として使用しないだろう。例外として、他のそ
の後のDRAPピクチャは、関連付けられたIRAPピクチャを参照として使用し得る。
【００８３】
　もし存在すれば、broken_link_flagは上記のSEIの例におけるように定義される。
【００８４】
　referenced_irap_picture_poc_delta_idcは、0より大きい場合は、DRAPピクチャのPOC
と、DRAPピクチャにより参照されるIRAPピクチャのPOCとの差を示す。eferenced_irap_pi
cture_poc_delta_idcが0に等しい場合、DRAPは、参照のために先のIRAPピクチャを使用し
ている。
【００８５】
　わかるように、IRAPピクチャへの参照は、2つの異なる手法、delta idc を用いた明示
的な参照により、または、先のIRAPピクチャが参照として使用されることを述べることの
いずれかにより、特定することが可能である。常に明示的な参照を常に使わない理由は、
どのようにしてもシステムレイヤでIRAPと潜在的にDRAPピクチャがシグナリングされるい
くつかのシステムアプリケーションに対して、POC値を取得することが煩わしいこととな
り得ることである。さらに、参照を明示的にシグナリングしないことにより、数ビットが
セーブされる。
【００８６】
　SEIメッセージの更に他のバージョンは、以下のように構成され得る。

【００８７】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージ（dependent RAP indication SEI message）
は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャおよび、出力の
順序でそれに続くピクチャを正しく復号化するために、ビデオビットストリームのどの部
分が符号化されるのに必要かを決定する際に復号器を支援する。
【００８８】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャは、DRAPピクチャ
として参照される。DRAPピクチャは、参照のためのその関連付けられたIRAPピクチャを使
用し得るが、参照のためのあらゆる他のピクチャは使用しないだろう。
【００８９】
　DRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行する場合、出力の順序でDRAPピクチャに
先行する全てのピクチャに対して、pic_output_flagの値は0に等しいと推測されるべきで
ある。出力の順序でDRAPピクチャに先行する復号化されたピクチャは、復号化ピクチャバ
ッファにおいて利用可能ではないピクチャに対する参照を含み得る。
【００９０】
　出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピ
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クチャに先行するあらゆるピクチャを参照として使用しないだろう。例外として、他のそ
の後のDRAPピクチャは、関連付けられたIRAPピクチャを参照として使用し得る。
【００９１】
　もし存在すれば、broken_link_flagは上記のSEIの例におけるように定義される。
【００９２】
　referenced_irap_picture_poc_lsbは、DRAPピクチャにより参照されるIRAPピクチャのP
OC最下位ビット（lsb）を特定する。
【００９３】
　IRAPピクチャのPOC値は、その後、パラメータreferenced_rap_picture_poc_lsbに基づ
いて算出され、それにより、DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用されるIRAPピ
クチャの識別を許容する。
【００９４】
　パラメータreferenced_rap_picture_poc_lsbに基づいてIRAPピクチャのPOC値をどのよ
うに算出するかについてのさらなる情報は、ITU-T H.265シリーズH：Audiovisual and mu
ltimedia systems, Infra structure of audiovisual services - Coding of moving vid
eo, High efficiency video codingの、セクション8.3.2 Decoding process for referen
ce picture setにおいて見ることができる。
【００９５】
　SEIメッセージの更に他のバージョンは、以下のように構成され得る。

【００９６】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージ（dependent RAP indication SEI message）
は、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャおよび、出力の
順序でそれに続くピクチャを正しく復号化するために、ビデオビットストリームのどの部
分が符号化されるのに必要かを決定する際に復号器を支援する。
【００９７】
　依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたピクチャは、DRAPピクチャ
として参照される。DRAPピクチャは、参照のためのその関連付けられたIRAPピクチャを使
用し得るが、参照のためのあらゆる他のピクチャは使用しないだろう。
【００９８】
　DRAPピクチャにおいてランダムアクセスを実行する場合、出力の順序でDRAPピクチャに
先行する全てのピクチャに対して、pic_output_flagの値は0に等しいと推測されるべきで
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ある。出力の順序でDRAPピクチャに先行する復号化されたピクチャは、復号化ピクチャバ
ッファにおいて利用可能ではないピクチャに対する参照を含み得る。
【００９９】
　出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピ
クチャに先行するあらゆるピクチャを参照として使用しないだろう。例外として、他のそ
の後のDRAPピクチャは、関連付けられたIRAPピクチャを参照として使用し得る。
【０１００】
　もし存在すれば、broken_link_flagは上記のSEIの例におけるように定義される。
【０１０１】
　implicitly_reference_previous_irap_picture_flagは、先のIRAPピクチャが、以下に
従って、依存性RAPインジケーションSEIメッセージに関連付けられたDRAPピクチャにより
参照されるかどうかを示す。
‐implicitly_reference_previous_irap_picture_flagが1に等しい場合、DRAPピクチャは
、依存性RAPインジケーションSEIメッセージにおいてIRAPピクチャを明示的に参照せずに
、先のIRAPピクチャを参照している。
‐それ以外で、implicitly_reference_previous_irap_picture_flagが0に等しい場合、DR
APピクチャにより参照されるIRAPピクチャに対する参照インジケータが、依存性RAPイン
ジケーションSEIメッセージにおいて明示的にシグナリングされる。
【０１０２】
　referenced_irap_picture_poc_delta_idcは、上記のSEIの例におけるように定義される
。 
【０１０３】
　暗黙的に参照する先のIRAPピクチャフラグを使用するこの例示的な実施形態は、代替的
に、referenced_irap_picture_poc_delta_idcに代えて、パラメータreferenced_irap_pic
ture_poc_delta_idc_minus1またはreferenced_irap_picture_poc_lsbと共に使用され得る
。
【０１０４】
　実施形態において、図1のステップS2は、DRAPピクチャの参照ピクチャセット（referen
ce picture set（RPS））に存在するIRAPピクチャの識別子に基づいて、復号化ピクチャ
バッファ（DPB）におけるIRAPピクチャを識別することを含む。
【０１０５】
　したがって、本実施形態では、IRAPピクチャの識別子は、好ましくは、DRAPピクチャの
RPSから引き出される（retrieved）。DRAPピクチャのRPSは、ショートタームの参照ピク
チャまたはロングタームの参照ピクチャとしてIRAPピクチャをシグナリングし得る。
【０１０６】
　方法はその後、ステップS3に続き、RPSから引き出された識別子により識別されたIRAP
ピクチャは復号化され、それにより、DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用され
る。DRAPピクチャはその後、ステップS4で、独占的な参照ピクチャとしてステップS3で復
号化されたIRAPピクチャと共に復号化される。
【０１０７】
　他の実施形態では、IRAPピクチャは復号化され、DPBに保存される。そして、DRAPピク
チャのRPSは、IRAPピクチャの識別子を引き出すために、パース（parse）される（解析さ
れる）。この識別子はそれにより、既に復号化されたIRAPピクチャは、ショートタームの
参照ピクチャまたはロングタームの参照ピクチャとしてDPBに保存され続け、DRAPピクチ
ャのブロックを復号化する際に参照ピクチャとして使用されるべきであることをシグナリ
ングする。従って、この場合、ステップS2とS3は、ステップS1とS4の前に実行される。
【０１０８】
　したがって、本実施形態では、IRAPピクチャは、独占的な参照ピクチャであり、DRAPピ
クチャのRPSにおいてシグナリングされる。IRAPピクチャは、復号化されたIRAPピクチャ
がどれくらい長くDPBに保存され続けるべきかに依存して、いわゆるショートタームの参



(26) JP 2017-522767 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

照ピクチャまたはロングタームの参照ピクチャとしてシグナリングされ得る。
【０１０９】
　HEVCおよびRPSを用いる他のビデオ符号化規格では、参照ピクチャとしてピクチャを用
いることは、いわゆるRPSのCurr lists、すなわち、RefPicSetStCurrBefore、RefPicSetS
tCurrAfter、またはRefPicSetLtCurrにおける識別子を有することに対応する。これは、D
RAPピクチャは、好ましくは、そのRPSのCurr listsにおけるIRAPピクチャの識別子のみを
有することを意味する。DRAPピクチャを復号化する際に、参照ピクチャとして使用するこ
とができない他の先のピクチャの識別子は、まだRPS、DRAPピクチャのRPSのFoll lists、
すなわち、PocStFollまたはPocLtFollに存在し得る。
【０１１０】
　ステップS4において復号化されたDRAPピクチャは、上述したように、ビデオストリーム
におけるRAPを構成する。したがって、DRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおい
てRAPとして使用することができ、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスオ
ペレーションを実行するために使用することが可能である。すなわち、DRAPピクチャにお
いてランダムアクセスオペレーションを実行することが可能である。なお、ステップS3で
復号化されたIRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおけるRAPでもある。しかしな
がら、IRAPピクチャにより提供されるRAPは、独立性のRAPであり、IRAPピクチャがビデオ
ビットストリームにおけるあらゆる他のピクチャを参照せずに復号化することが可能であ
ることを暗示する。これは、DRAPピクチャにより供給されるRAPとは明確に異なり、依存
性のRAPは、DRAPピクチャがビデオビットストリームにおいて先のIRAPピクチャを参照し
、それにより、独占的な参照ピクチャとしてそのような先のIRAPピクチャを用いて復号化
されることを暗示する。
【０１１１】
　DRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおいて、ランダムアクセスポイントを構成
する。これは、ランダムアクセスオペレーションが、DRAPピクチャに対応するビデオビッ
トストリームにおける位置において実行され得ることを意味する。しかしながら、DRAPピ
クチャは依存性のRAPピクチャである。DRAPピクチャは、DRAPピクチャに対する独占的な
参照ピクチャとしてIRAPピクチャを伴って復号化される。これは、ランダムアクセスオペ
レーションを実行するために、IRAPピクチャも復号化される必要があることを意味する。
しかしながら、IRAPピクチャと現在のピクチャとの間のあらゆる他のピクチャは、ランダ
ムアクセスオペレーションを実行するために復号化される必要はない。従って、特定の実
施形態では、IRAPピクチャと共にDRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおいてラン
ダムアクセスポイントを構成する。
【０１１２】
　図4は、種々の実施形態に従う方法の、追加的、オプション的なステップを示すフロー
チャートである。実施形態において、方法は、図1のステップS5から続く。次のステップS
30は、出力の順序および符号化の順序において、DRAPピクチャに続くビデオビットストリ
ームの少なくとも一つの非RAPピクチャを復号化することを含む。少なくとも一つの非RAP
ピクチャは、参照ピクチャとして、ビデオビットストリームで復号化の順序におけるDRAP
ピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャを使用しない。
【０１１３】
　したがって、DRAPピクチャに続く非RAPピクチャは、DRAPピクチャに対する参照として
使用されるIRAPピクチャを潜在的に除いて、復号化の順序において、DRAPピクチャに先行
するあらゆるピクチャを参照しない。これは、復号化の順序においてDRAPピクチャに先行
する非RAPピクチャは、出力の順序および復号化の順序においてDRAPピクチャに続くあら
ゆる非RAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用されないことを意味する。
【０１１４】
　したがって、DRAPピクチャに渡る予想は禁止される。DRAPピクチャに続く非RAPピクチ
ャは、DRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャ、または、DRAPピクチャに関連付
けられたIRAPピクチャに先行するあらゆるピクチャを予想のために用いてはならない。DR
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APピクチャに関連付けられるIRAPピクチャは、復号化の順序において、最も近く先行する
IRAPピクチャである。
【０１１５】
　特定の実施形態において、出力の順序および復号化の順序においてDRAPピクチャに続く
ピクチャは、参照ピクチャとしてDRAPピクチャに関連付けられたIRAPピクチャを使用し得
ることを除いて、参照ピクチャとして、復号化の順序でDRAPピクチャに先行するあらゆる
ピクチャを使用しない。
【０１１６】
　別の特定の実施形態において、出力の順序および復号化の順序においてDRAPピクチャに
続くピクチャは、参照ピクチャとして続くDRAPピクチャがIRAPピクチャを使用し得ること
を除いて、参照ピクチャとして、復号化の順序でDRAPピクチャに先行するあらゆるピクチ
ャを使用しない。
【０１１７】
　更なる特定の実施形態では、出力の順序および復号化の順序でDRAPピクチャに続くピク
チャは、さらに、復号化の順序で、DRAPピクチャに関連付けられた、すなわち、DRAPピク
チャを復号化する際に参照として使用されるIRAPピクチャに先行するあらゆるRAPピクチ
ャを使用しない。
【０１１８】
　DRAPピクチャに渡る予想におけるこの制約により、ビデオビットストリームにおけるRA
PとしてのDRAPピクチャの効率的な使用が可能となる。もし予想がDRAPピクチャに渡って
許容される場合、復号化の順序でDRAPピクチャに先行するあらゆる参照ピクチャはDPBに
おいて利用可能でないので、DRAPピクチャがランダムアクセスオペレーションにおいてRA
Pとして使用された場合、復号化および出力の順序でDRAPピクチャに先行する非RAPピクチ
ャは、正しく復号化されない可能性がある。
【０１１９】
　続く2つのステップS32とS33は、出力の実施形態に関連する。ステップS32は、復号化さ
れたDRAPピクチャを出力することを含む。続くステップS33は、非RAPピクチャを出力する
ことを含む。
【０１２０】
　ステップS32とS33で出力されたピクチャは、復号化の順序と異なり得る出力の順序に従
って出力される。ランダムアクセスオペレーションでは、復号化はIRAPピクチャを伴って
開始し（S3）、ランダムアクセスオペレーションのためにRAPを構成するDRAPピクチャ（S
4）に続く。復号化は、次の非RAPピクチャ（S30）に続く。ランダムアクセスオペレーシ
ョンに続いて出力される最初のピクチャは、好ましくは、出力の順序でDRAPピクチャ（S3
2）、そして、非RAPピクチャ（S33）である。
【０１２１】
　したがって、本実施形態では、DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用されるIR
APピクチャは、好ましくは出力されない。HEVCでは、出力されるべきではないことを示す
ために、IRAPピクチャの出力フラグを0に設定することによりシグナリングされ得る。ま
た、復号器は、DRAPピクチャに先行するピクチャの出力フラグの値が0であると推測し得
る。これにより、DRAPピクチャにおけるランダムアクセスオペレーションを行う際に、そ
のような先行するピクチャが出力されることが防げる。ピクチャの出力を抑える他の手段
は、非HEVCビデオに対して使用され得る。
【０１２２】
　したがって、特定の実施形態では、方法は、図1のステップS1から続き、次のステップS
31は、IRAPピクチャに関連付けられた出力フラグを受信することを含む。出力フラグは、
IRAPピクチャが出力されるべきでないことを示す。
【０１２３】
　ステップS32とS33におけるピクチャの出力は、典型的には、表示に対する出力をj含む
。しかしながら、出力は他に、表示以外の他の目的に対する出力を意味し得る。非限定的
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な例は、例えば監視アプリケーション等において、コード変換のための出力、保存のため
の出力、ビデオ解析のための出力を含む。
【０１２４】
　ここで、ランダムアクセスオペレーションの例と、実施形態のDRAPピクチャの使用の種
々の例を以下に示す。
【０１２５】
　最初の例は、非限定的であるが、アダプティブストリーミングに適し、従来、アダプテ
ィブビットレートストリーミングとも呼ばれる。アダプティブストリーミングは、ほとん
どHTTPに基づき、インターネット等の広く分散したHTTPネットワークを介して動作するよ
うに設計されている。一般的に、アダプティブストリーミングは、帯域とユーザクライア
ントの中央処理ユニット（CPU）の容量をリアルタイムで取得し、それに従ってビデオビ
ットストリームの品質を調整することを含む。より具体的には、アダプティブストリーミ
ングは、HTTPを介するビデオストリーミングの方法を参照し、ビデオコンテンツは、複数
のビットレートで復号化され、異なるビットレートのビデオストリーミングのそれぞれは
、従来では典型的にセグメントまたはチャンクと呼ばれる小さい複数秒のパートに分割さ
れる。ストリーミングセッションが開始すると、ユーザクライアントは、一番低いビット
レートのビデオストリーミングを普通は要求する。ユーザクライアントが、ダウンロード
されたセグメントのビットレートより高いダウンロードスピードを見つけると、次により
高いビットレートのセグメントを要求するだろう。その後、クライアントが、セグメント
に対するビットレートより低いセグメントに対するダウンロードスピードを見つけて、ゆ
えにネットワークスループットが劣化する場合、より低いビットレートのセグメントを要
求するだろう。セグメントのサイズは、特定の実装に依存して変化することができるが、
それらは典型的には、2秒から10秒の間である。
【０１２６】
　アダプティブストリーミングは、現在はDASHの形態で利用可能であり、これは、非限定
的なれ例であるが説明として、MPEG-DASH,、HLS、Microsoft Smooth Streaming,、Adobe 
Dynamic Streaming for Flash,、AuayStreams Adaptive Streaming、upLynkによるhigh d
efinition (HD) Adaptive Streamingとしても参照される。
【０１２７】
　図2は、図1におけるステップS1とS2の実施形態を示すフローチャートである。方法はス
テップS10で開始し、ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメント
をダウンロードすることを含む。セグメントは、IRAPピクチャから開始し、少なくとも一
つのDRAPピクチャを含む。次のステップS11は、前方ジャンプまたは早送りの要求に基づ
いて、セグメントにおいてDRAPピクチャを識別することを含む。方法はそして、図1にお
けるステップS3へ続く。
【０１２８】
　それにより、図2に示す実施形態は、ランダムアクセスオペレーションの例として、符
号化されたビデオデータのセグメント内で、前方ジャンプまたは早送りのトリックプレイ
に対して適している。
【０１２９】
　本実施形態では、ビデオビットストリーム符号化されたビデオデータは、好ましくは、
セグメントまたはチャンクに区分けまたは分割され、例えば、ビデオデータの2秒から10
秒の間を含み得る。そのようなセグメントのそれぞれは、典型的にはそれぞれのIRAPピク
チャの形態で、好ましくはRAPで開始する。セグメントは、好ましくは、典型的にはDRAP
ピクチャの形態で少なくとも一つの追加的なRAPを含む。例えば、セグメントが全体で10
秒を有する場合、DRAPピクチャは、各0.5秒、各秒、または各2秒に現れ得る。
【０１３０】
　セグメントにおける少なくとも一つのDRAPピクチャは、前方ジャンプ（jump forward）
または早送り（fast forward）オペレーションを行うことができるRAPを構成する。前方
ジャンプは、典型的には、ビデオビットストリーム内の現在の再生またはプレイアウト位
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置から、現在の再生位置に続く別の再生位置へ移動することを含む。この場合、再生は、
あらゆる中間のビデオデータを再生またはプレイアウトせずに新しい位置に「ジャンプ」
する。早送りは、一般の再生またはプレイアウトよりも早いスピードでビデオストリーム
を通して先に移動することである。
【０１３１】
　前方ジャンプのシナリオでは、ユーザは典型的には、リモコン、マウス、キーボード、
タッチ反応スクリーンまたはユーザクライアントに接続される他の入力デバイスを用いて
、ビデオストリーム内で所望の早送り位置を選択する。前方ジャンプ要求は、所望の早送
り位置を示してまたは表して生成される。所望の早送りの位置に関連づけられるセグメン
ト内のRAPが識別される。関連付けられたRAPがIRAPピクチャである場合、このIRAPピクチ
ャは復号化され、ビデオビットストリームにおける復号化の順序および出力の順序でIRAP
ピクチャに続くピクチャの復号化と出力に続いて、表示のために出力される。関連付けら
れたRAPがDRAPピクチャである場合、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャであるI
RAPピクチャは、既に復号化された形式が提供されていない限り、復号化される。DRAPピ
クチャは、独占的な参照ピクチャとしてIRAPピクチャを伴って復号化される。復号化され
たDRAPピクチャは、復号化に続いて出力され、ビデオビットストリームにおいて復号化の
順序または出力の順序でDRAPピクチャに続くピクチャの出力であり得る。特定の実施形態
では、DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用されるIRAPピクチャは、好ましくは
表示のために出力されない。したがって、DRAPピクチャは、前方ジャンプ要求に続く最初
のピクチャとして出力され、ここで、RAIPピクチャは単に参照ピクチャとして使用され、
ジャンプ早送り要求の受信に続いて表示のために出力されない。
【０１３２】
　所望の早送り位置に関連づけられたRAPは、好ましくは、所望の早送り位置に時間的に
最も近いRAPピクチャである。特定の実施形態では、関連付けられたRAPは、好ましくは、
時間的に最も近いRAPピクチャであるが、所望の早送り位置に先行し、または所望の早送
り位置において発生する。特定の実施形態において、ユーザは、所望のジャンプ早送り位
置からあらゆるビデオコンテンツの表示を見逃さないだろう。
【０１３３】
　早送りのシナリオでは、ユーザは、典型的には、ユーザクライアントの、またはユーザ
クライアントに接続された入力デバイスを用いて、早送りオペレーションを選択する。早
送り要求が生成されると、ビデオビットストリームのビデオデータの早送り出力がなされ
る。そのような早送りオペレーションは、セグメントのRAPピクチャを復号化して出力す
ることにより実装され得る。例えば、セグメントの開始に存在するIRAPピクチャは、復号
化されて出力され、続いて、セグメントの第1のDRAPピクチャが復号化されて出力され、
それは、参照ピクチャとしてIRAPピクチャを用いて復号化され、順に続いて、セグメント
の第2のDRAPピクチャが復号化されて出力され、それは参照ピクチャとしてIRAPピクチャ
を用いて復号化され、ということがセグメントの最後に到達するまで、当該手順がビデオ
ビットストリームの後続のセグメントに続く。
【０１３４】
　早送りのこの説明的な例では、RAPピクチャのみが復号化されて表示のために出力され
る。すなわち、IRAPおよびDRAPピクチャであり、ここで、ビデオビットストリームのセグ
メントに存在する非RAPピクチャは復号化されず出力されない。
【０１３５】
　DRAPピクチャとしてピクチャを符号化することは、IRAPピクチャとしてピクチャを符号
化することと比較して、著しく少ないビットを必要とする。したがって、これらの実施形
態により、ビデオビットストリームに対して低いビットコストであるが、トリックプレイ
とランダムアクセスオペレーションの説明的な例として、効率的な前方ジャンプおよび早
送りが可能となる。また、より多くのRAPがビデオビットストリームに含まれ得る。すな
わち、セグメント内の全てまたは少なくとも多勢のRAPとしてDRAPピクチャを用いること
によりRAP間の距離を短くすることができる。そのようなケースでは、セグメントの開始
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におけるRAPのみが、IRAPピクチャとなる必要がある。
【０１３６】
　図3は、図1におけるステップS1とS2の別の実施形態を示すフローチャートである。方法
はステップS20で開始し、ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメ
ントの第1の部分をダウンロードすることを含む。セグメントの第1の部分は、IRAPピクチ
ャを含み、セグメントは前方ジャンプ要求または表現切り替え要求に基づいて識別される
。続くステップS21は、前方ジャンプ要求または表現切り替え要求に基づいて識別されたD
RAPピクチャで開始するセグメントの第2の部分をダウンロードすることを含む。方法はそ
して、図1におけるステップS3へ続く。
【０１３７】
　この場合、前方ジャンプ要求により表される所望の早送り位置を含むセグメントは、現
在のセグメントではなく、ダウンロードする必要はない。しかしながら、完全なセグメン
トをダウンロードすることの代わりに、本実施形態は、好ましくは、IRAPピクチャに対応
するセグメントの第1の部分、および、前方ジャンプ要求に関連付けられた、すなわちそ
れに基づいて識別されたDRAPピクチャで開始するセグメントの第2の部分をダウンロード
することで十分である。
【０１３８】
　セグメントの第1の部分におけるIRAPピクチャは復号化され、セグメントの第2の部分の
開始でDRAPピクチャを復号化する際に、参照ピクチャとして使用される。DRAPピクチャは
、好ましくは表示のために出力され、復号化と表示のための出力は、セグメントの第2の
部分の以降のピクチャに続く。好ましい実施形態では、セグメントの第1の部分のIRAPピ
クチャは、表示のために出力されないが、DRAPピクチャを復号化する際に参照ピクチャと
して、オプション的にはセグメントの第2の部分における以降のピクチャを復号化する際
の参照ピクチャとして使用されるに過ぎない。
【０１３９】
　別の実施形態では、第1のセグメントのIRAPピクチャと、DRAPピクチャから前方ジャン
プ要求により表される所望の早送り位置までのピクチャは、復号化されるが表示のために
出力されない。表示のために出力される第1のピクチャは、出力の順序で一連のピクチャ
に続く所望の早送り位置におけるピクチャである。
【０１４０】
　DRAPピクチャ、および、それによる第2のセグメントの開始は、好ましくは、先に説明
した、すなわち、最も近いDRAPピクチャまたは所望の早送り位置に先行する最も近いDRAP
ピクチャとして、前方ジャンプ要求に基づいて識別される。
【０１４１】
　DRAPピクチャの利用により、前方ジャンプオペレーションを実行する際に完全なセグメ
ントをダウンロードする必要性が低減し、IRAPピクチャと用いる場合と比較して、より低
いビットコストであるが、さらにRAPを構成する。したがって、DRAPピクチャは、前方ジ
ャンプオペレーションを実行するために掛かる時間を減らすことができる。
【０１４２】
　先に説明したアダプティブストリーミングは、ビデオデータの異なる表現間を切り替え
ることができる。ここで、異なる表現は、異なるビットレートにおいて符号化されたビデ
オデータを伝達する。表現の切り替えは、現在の表現の現在のセグメント、すなわち、現
在のビットレートにおけるビデオビットストリームから、新しい表現の新しいセグメント
、すなわち、新しいビットレートにおけるビデオビットストリームに切り替えることを含
む。
【０１４３】
　したがって、ターゲットの表現またはビデオビットストリームを示す表現切り替え要求
を受信したことを受けて、新しい表現のセグメントの第1の部分がステップS20でダウンロ
ードされ、ステップS21でセグメントの第2の部分のダウンロードが続く。セグメントの第
1の部分は、IRAPピクチャを含み、第2の部分は、好ましくは、表現の切り替えが要求され
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た時点に関連付けられるDRAPピクチャで開始する。したがって、DRAPピクチャは好ましく
は、表現の切り替えの時点に関連する最も近い、すなわち、最も近く先行するまたは最も
近く後続する、DRAPピクチャである。
【０１４４】
　［例示的な実施形態１］
　第1の例示的な実施形態は、例えば、Dynamic Adaptive Streaming over HTTP（DASH）
を介するアダプティブストリーミングに関する。
【０１４５】
　今日、DASHのセグメントは、トリックプレイを可能にするために、各秒にIRAPピクチャ
を有する、約10秒の長さを有する。
【０１４６】
　そのようなセグメントの品質は、DRAPピクチャが典型的に同じ品質のためにIRAPピクチ
ャよりも低いいビットレートを必要とするため、DRAPピクチャの利用を通じて向上し得る
。本実施形態を伴い、セグメントにおける最初のものではないIRAPピクチャは、DRAPピク
チャに置き換えられる。
【０１４７】
　実施形態の第1のユースケースでは、クライアントは、全体のセグメントをダウンロー
ドし、セグメント内で、例えば早送りまたは前方ジャンプのトリックプレイを実施する。
前方ジャンプは、セグメントを開始するIRAPピクチャを表示せずに、そしてユーザにより
選択された位置に対応するDRAPピクチャ復号化することにより、容易に実現化される。早
送りは、IRAPピクチャ、その後セグメントにおけるDRAPピクチャを復号化することにより
実現化される。
【０１４８】
　第2のユースケースでは、ユーザは既にダウンロードされていないセグメントへジャン
プする。選択された位置でプレイアウトを開始するために、クライアントは、IRAPピクチ
ャに対応するセグメントの第1の部分だけをダウンロードし、その後DRAPからの部分をダ
ウンロードする必要がある。
【０１４９】
　第3のユースケースでは、表現の切り替えが、セグメント内で、すなわちセグメントの
境界ではなく、実行される。切り替えを実行するために、クライアントは、IRAPピクチャ
に対応して切り替えている表現におけるセグメントの第1の部分だけをダウンロードし、
その後DRAPからの部分をダウンロードする必要がある。
【０１５０】
　以下のステップは、図16のシグナリング図に示される。
【０１５１】
　ユーザクライアント100は、以下の順序付けされたステップにより第2または第3のユー
スケースを利用し得る。
1）ランダムアクセスは、ユーザの要求または他の手段により開始する。
2）ユーザクライアント100は、ビデオビットストリームにおける位置のためにサーバ200
に要求を送信する。ユーザクライアント100は、利用可能なランダムアクセスポイントを
把握し、その中から一つを選択し得る。
3）ユーザクライアント100は、IRAPピクチャ、DRAPピクチャ、復号化の順序でDRAPピクチ
ャに続く符号化されたピクチャと、および可能性としてビデオパラメータセット（VPS）
、シーケンスパラメータセット（SPS）、ピクチャパラメータセット（PPS）、等のパラメ
ータセット等の他のデータを受信する。ユーザクライアント100は、データを復号化し、
復号化されたピクチャを出力する。IRAPピクチャは出力されなくてもよい。
【０１５２】
　サーバ200は、以下の順序付けされたステップにより第2または第3のユースケースを利
用し得る。
1）サーバ200は、ビデオビットストリームにおける位置のための要求を受信する。位置は
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、DRAPピクチャを用いたランダムアクセスポイントであり得る。
2）　サーバ200は、DRAPピクチャに関連付けられたIRAPピクチャ、RRAPピクチャ、および
DRAPピクチャに続くピクチャデータ、および、可能性としてVPS、SPS、PPS等のパラメー
タセット等の他のデータを送信する。サーバ200は、受信機に、IRAPピクチャはユーザク
ライアント100により出力または表示されるべきではないことをシグナリングし得る。サ
ーバ200は、IRAPデータに対してoutput_flagを0に設定することにより、HEVCのビットス
トリームに対してこれを実現化できる。
【０１５３】
　第2の例は、非限定的であるが、地上波、衛星、およびケーブルサービス等のブロード
キャスティングサービスに適している。そのようなブロードサービスにおいて、受信器は
TVチャネル等の1つのチャネルのビデオビットストリームを受信し、それは復号化され、
復号化されたビデオはエンドユーザに表示される。受信器が追加的に、1つ以上の追加的
なチャネルのビデオビットストリームを受信することも一般的である。
【０１５４】
　図5は、ブロードキャストサービスに適する実施形態を示すフローチャートである。方
法はステップS40で開始し、現在のチャネルを表す現在のビデオビットストリームを受信
して復号化することを含む。別のチャネルを表すビデオビットストリームは、ステップS4
1で受信される。ステップS41で受信されたビデオビットストリームの最も最近のAPピクチ
ャ、または最も最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンが、ステップS42でメモリ
に保存される。
【０１５５】
　続くステップS43とS44は、図1のステップS1とS2の実施形態を表す。ステップS43は、別
のチャネルを識別するチャネル切り替え要求に基づいて、メモリから、最も最近のIRAPピ
クチャの復号化されたバージョンの最も最近のIRAPピクチャを引き出す。次のステップS4
4は、チャネル切り替え要求を受けてビデオビットストリームないの次のDRAPピクチャと
してDRAPピクチャを受信することを含む。
【０１５６】
　方法はそして図3のステップS3へ続き、最も最近のIRAPピクチャが復号化される。もし
最も最近のIRAPピクチャが復号化されたバージョンで保存されている場合、メモリにおけ
る最も最近のIRAPピクチャを保存することに関連して既に実施されているので、このステ
ップS3は、省略され得る。DRAPピクチャはそして独占的な参照ピクチャとして最も最近の
IRAPピクチャの復号化されたバージョンを用いて、復号化される。
【０１５７】
　ステップS40からS42は、好ましくは、ユーザが現在のチャネルを観ている限り、すなわ
ち、図5の線L1に概略的に示されるチャネル切り替え前まで、実行される。これは、ユー
ザクライアントが、現在のビデオビットストリームを受信することに加えて、少なくとも
一つの他のチャネルの符号化されたビデオデータを運ぶ少なくとも一つの他のビデオビッ
トストリームにおいて受信することを意味する。ステップS42はそして、好ましくは、最
も最近のIRAPピクチャ、または、各そのような他のビデオビットストリームの符号化され
たバージョンを一時的に保存することを含む。これは、ビデオビットストリームごとに保
存される1つ以上のIRAPピクチャを維持することはできるが、単一のIRAPピクチャのみが
、各他のビデオビットストリームに対して保存する必要があることを意味する。新しいIR
APピクチャが少なくとも他のビデオビットストリームから受信されると、それは、少なく
とも一つの他のビデオビットストリームのためにメモリに保存されるIRAPピクチャと置き
換え得る。
【０１５８】
　ユーザが現在のチャネル以外の別のチャネルを観ようとする場合、彼／彼女は、所望の
チャネルを示すチャネル切り替え要求を生成するために、ユーザクライアントの入力デバ
イスまたはユーザクライアントに接続された入力デバイスを用いる。チャネル切り替え要
求により示されたチャネルおよびビデオビットストリームに対する、最も最近のIRAPピク
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チャ、またはその復号化されたバージョンは、メモリから引き出される。チャネル切り替
えは、所望のビデオビットストリームに対して受信される最初または次のDRAPピクチャに
おいて影響され得る。メモリから引き出されたIRAPピクチャは、復号化された形式で保存
されていない限り、復号化され、受信したDRAPピクチャを復号化する際に参照ピクチャと
して使用される。DRAPピクチャは、そして表示のために出力され、ビデオビットストリー
ムにおいて復号化の順序または出力の順序に従ってDRAPピクチャに続く復号化されたピク
チャの出力が続く。特定の実施形態では、IRAPピクチャは、DRAPピクチャを復号化する際
に、オプション的にはビデオビットストリームにおける以降のピクチャを復号化する際に
、参照ピクチャとして使用されるので十分である。したがって、IRAPピクチャは、好まし
くは、表示のために出力されない。
【０１５９】
　実施形態のDRAPピクチャにより、効率的なチャネル切り替えが可能となる。なぜならば
、他のビデオビットストリームおよびチャネルのIRAPピクチャのみを、メモリに保存する
必要があるからである。チャネルの切り替えは、チャネル切り替え要求を受けて、ビデオ
ビットストリームにおける最初のDRAPピクチャに対応する時点で発生する。ビデオビット
ストリームのDRAPピクチャおよび以降のピクチャは、復号化されることが保証される。な
ぜならば、DRAPピクチャに対する独占的な参照として使用される最も最近のIRAPピクチャ
は既に利用可能であるからである。
【０１６０】
　いくつかのシナリオにおいて、受信機は、帯域の制約に起因して、または、不十分なス
ループットまたは受信器の処理能力に起因して、ある時間において全ての利用可能なチャ
ネルに対する最も最近のIRAPピクチャを受信して保存することができない。可能な解決策
は、現在観覧されているチャネルに加えて、ユーザが切り替えそうなチャネルに対する最
も最近のIRAPピクチャを受信して保存することである。これは、ユーザが良く観覧するチ
ャネル、および／またはチャネルリストにおける現在観覧されているチャネルの直接的に
後および前のチャネルを含む。例えば、ユーザがチャネルリストにおけるチャネル5を観
覧している場合、チャネル4、6、7、および8が同時に受信され、これらのピクチャに対す
る最も最近のIRAPピクチャが保存され得る。
【０１６１】
　さらに、DRAPピクチャは、IRAPピクチャと比較してより低いコストであるが、有効なRA
Pを構成するので、より多くのRAPが、ビットコストにおいて増加なく、またはほんの程度
の増加で、ビットストリームにおい提供され得る。これは、ユーザがチャネル切り替えを
要求してから、チャネル切り替えが次のRAPにおいて影響されるまでの時間が、DRAPピク
チャをIRAPピクチャに対する補完として用いることにより、著しく低減され得ることを意
味する。
【０１６２】
　［例示的な実施形態2］
　第2の例示的な実施形態は、ブロードキャストサービスに関する。ブロードキャストサ
ービスでは、IRAPピクチャは、合理的なチャネル切り替え時間を可能にするために、典型
的には、頻繁な周期、例えば一秒に一度、送信される。より頻繁にIRAPピクチャを有する
ことは、チャネル切り替え時間をさらに低減するために望ましいことである。しかし、IR
APピクチャは、利用可能なビットレートの多くの部分を消費し、全体の品質を低減させる
ことから、これは実現可能ではない。
【０１６３】
　エンドユーザは、チャネルを観覧していると想定する。チャネル切り替えの遅延の問題
を解決する一つの手法は、現在のチャネル以外のチャネルからデータを受信して保存する
、追加的なチューナーを有することである。しかしながら、いくつかの他のチャネルから
全てのデータをバッファリングすることは、受信機および／またはバッファ容量の制限か
ら、実現可能でないかもしれない。
【０１６４】
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　当該問題は、DRAPピクチャを利用することで解決され得る。そして、他のチャネルから
IRAPピクチャだけをバッファリングする必要があり、チャネル切り替えは、ユーザがチャ
ネル切り替えを選択した後に発生する最初のDRAPピクチャにおいて実行され得る。DRAPピ
クチャは、全体の品質に顕著な影響を与えずに、IRAPピクチャよりもより頻繁に、例えば
、160ms毎に、送信されることができる。
【０１６５】
　一つの実施形態では、各チャネルに対して、復号化の順序で最も最近のIRAPピクチャだ
けが保存される。一つの実施形態では、圧縮されたIRAPピクチャが保存され、チャネル切
り替えまたはランダムアクセスが、ユーザまたな他の手段によりトリガされた場合に、IR
APピクチャおよびDRAPピクチャの復号化が行われる。別の実施形態では、DRAPピクチャデ
ータだけは、ランダムアクセスで復号化される必要があるように、IRAPピクチャは、チャ
ネル切り替えまたはランダムアクセスがトリガされる前に復号化される。
【０１６６】
　DRAPピクチャを用いたチャネル切り替えの例を図15に示す。図15における濃い灰色のピ
クチャは、IRAPピクチャであり、中間の灰色のピクチャはDRAPピクチャであり、白いピク
チャは、他の時間的予想ピクチャ、すなわち、非RAP P-ピクチャおよび／またはB-ピクチ
ャである。ユーザはチャネルAを観覧している。追加的なチューナーは、チャネルB、C、D
に対する最新のIRAPピクチャを受信してバッファリングする。ピクチャ位置45において、
ユーザは矢印Bを参照するように、チャネルBに切り替えている。チャネルBチューナーは
、復号器がバッファリングされたIRAPピクチャからの援助を受けて、チャネルBの復号化
を開始することができる前に、次のDRAPピクチャのための4秒待機する。ピクチャ位置67
において、ユーザは、矢印Cのように、チャネルCを観覧している。復号器は、チャネルC
の復号化を開始することができる前に、次のDRAPピクチャのために6秒待機する。最新のI
RAPピクチャは、DRAPピクチャを復号化するために使用される。ビデオビットストリーム
があらゆるDRAPピクチャを含まない場合、復号器は、チャネル切り替えの後、復号化の前
に、次のピクチャを待つ必要がある。以下の例では、復号器は、チャネルAとBで切り替え
る場合、20ピクチャ待つ必要があり、チャネルBとCで切り替える場合に、30ピクチャ待つ
必要がある。
【０１６７】
　第3の例は、これらに制限されないが、ライブストリーミング、サーバ制御のストリー
ミング、会話サービスに適している。これらのタイプのさービスでは、ユーザクライアン
トとビデオビットストリームを供給するサーバとの間のフィードバックチャネルが存在す
る。これｈら、非限定的な例として、リアルタイムトランスポートプロトコル（RTP）制
御プロトコル（RTCP）フィードバックチャネルを伴うRTPに基づき得る。RTPは、IPネット
ワークを介して音声とビデオを伝達するためのネットワークプロトコルである。RTPは、
電話、ビデオ会議アプリケーション、テレビサービス、およびウェブベースのプッシュ・
ツー・トークの特性等のストリーミングサービスを含む、通信およびエンターテイメント
サービスに広く利用される。RTPは、RTCPと併せて使用される。RTPがマルチメディアスト
リームを伝達する間、RTCPは、伝送の統計とサービスの品質（QoS）を監視するために使
用され、複数のストリームの同期を支援する。
【０１６８】
　会話サービスは、大規模なビデオ会議を含む、テレビ会議を含む。
【０１６９】
　図6は、ライブストリーミング、サーバ制御のストリーミング、および会話サービスに
適する方法の追加的なステップを示す実施形態を示す。方法は、ステップS50で開始し、
これは図1のステップS1の実施形態であある。ステップS50は、通信チャネル上でIRAPピク
チャを含むビデオビットストリームを受信することを含む。IRAPピクチャはその後、図1
のステップS3で復号化される。続くステップS51とS52は、図1のステップS2の実施形態を
表す。ステップS51は、ビデオビットストリームにおける破損または損失の検出を受けて
、フィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを送信することを含む。フィー
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ドバックメッセージは、破損または損失したピクチャに対応するビデオビットストリーム
内の位置を示す。次のステップS52は、フィードバックメッセージに基づいて生成されたD
RAPピクチャを受信することを含む。方法はそして、図1のステップS4に続き、DRAPピクチ
ャは、独占的な参照ピクチャとしてステップS3で復号化されたIRAPピクチャを用いて復号
化される。
【０１７０】
　本実施形態では、ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータは、通信チャネ
ルを介して送信される。ユーザクライアントはそして、ビデオビットストリームにおける
破損または損失したピクチャを検出し、コンパイルして、フィードバックチャネル上でフ
ィードバックメッセージを送信する。例として、通信チャネルは、RTPを利用し、フィー
ドバックチャネルは、RTCPを利用することができる。それにより、DRAPピクチャは生成さ
れ、独占的な参照ピクチャとして、IRAPピクチャを用いて符号化される。IRAPピクチャは
、好ましくは、ビデオビットストリームにおける破損または損失のピクチャの位置の前の
、ビットストリームにおける最も最近のIRAPピクチャである。この位置は、フィードバッ
クメッセージにおいて示され、それにより、サーバは、DRAPピクチャを生成してフィード
バックチャネルを介して送信することが許容される。
【０１７１】
　ユーザクライアントは従って、先に受信して復号化されたIRAPピクチャを用いて復号化
された、受信したDRAPピクチャの位置から開始するビットストリームにおいて、ビデオデ
ータの正しい復号化を出力を再開することができる。DRAPピクチャに続いて符号化された
ピクチャは、好ましくは通信チャネルを介して受信され、これらのピクチャは、復号化さ
れ、ビデオ表示のために出力が再開される。
【０１７２】
　したがって、実施形態のDRAPピクチャは、ビデオビットストリームにおける破損または
損失したピクチャに対処する効果的なツールとして使用することができ、それにより、そ
のような破損または損失のピクチャに続くランダムアクセスオペレーションが可能となる
。
【０１７３】
　［例示的な実施形態3］
　3番目の例示的な実施形態は、フィードバックチャネルが存在するライブストリーミン
グおよび会話サービスに関する。例えばこれは、RTCPフィードバックチャネルを伴ってRT
Pに基づき得る。フィードバックチャネルは、復号化のプロセスにおけるピクチャの損失
またはあらゆるタイプの問題を報告するために使用され得る。典型的には、一対一のアプ
リケーションにおいて使用されるが、一対多数のシナリオにおいても使用され得る。一つ
の特定の例は、2方向のテレビ電話またはビデオ会議である。
【０１７４】
　クライアント復号器から送信されるフィードバックメッセージに対する、符号器からの
典型的な従来の応答は、ビデオが破損したことを示し、ビデオをリフレッシュするために
IRAPピクチャを送信するためである。
【０１７５】
　本実施形態では、符号器はその代わりに、復号機において破損または損失し得るより新
しいピクチャに代えて、予想のためにより古く先に受信したピクチャを用いてフィードバ
ックメッセージに応答する。符号器は、復号器に対して、特定のピクチャは、ピクチャが
ロングタームのピクチャであることを示すことにより、復号化ピクチャバッファ（DPB）
に維持されるべきであることをシグナリングし得る。より古いピクチャがIRAPピクチャで
ある場合、符号器は、フィードバックメッセージを受信した後に、次のピクチャをDRAPピ
クチャとして符号化できる。復号器は、符号器に対するフィードバックメッセージにおい
て、いつからビデオが破損したかを示す。符号器はそして、DRAPピクチャを符号化するた
めにIRAPピクチャを使用することができるかを把握する。
【０１７６】
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　IRAPピクチャを要求することと比較して、DRAPピクチャを要求することの利点は、DRAP
ピクチャは、より良い圧縮効率性を有することである。
【０１７７】
　大規模なビデオ会議、すなわち、一対多数のビデオ会議では、会議サーバは、従来の技
術に従うと、新しい参加者が会議に参加する毎に、送信者からコスト高のIRAPピクチャを
要求する必要がある。しかしながら、実施形態のDRAPピクチャを用いることにより、その
ような問題は解決する。新しい参加者がビデオ会議に参加する場合、会議サーバは、フィ
ードバックチャネルを利用する等、ユニキャストで、先のIRAPピクチャをその参加者に送
信する。会議サーバはその後、それに応じて、送信者からコスト高ではないDRAPピクチャ
を要求し得る。次のDRAPピクチャがビデオビットストリームに発生すると、新しい参加者
は、ビデオ会議に参加することができる。この場合、参加者は、DRAPピクチャを復号化す
る際に、参照ピクチャとしてユニキャストの受信により会議サーバから受信したIRAPピク
チャを用いる。
【０１７８】
　別のユースケースは、サーバ制御のストリーミングである。この例では、ユーザクライ
アントは、例えばリアルタイムストリーミングプロトコル（RTSP）における範囲の数を有
するPLAY要求を用いることにより、サーバから伝達されるビデオビットストリームにおけ
る特定の位置を要求する。サーバは、先のIRAPピクチャを、要求された範囲の開始に対応
するDRAPピクチャに連結することにより、伝達されるビデオビットストリームを急いで構
成し得る。
【０１７９】
　例えば、ユーザクライアントは、ビデオビットストリームにおける37sにおける位置で
の開始を要求し得る。サーバは、所望の開始位置に関連づけられたDRAPピクチャを識別す
る。サーバはそして、ビデオビットストリームの開始（位置0s）に対応するような、最も
先のIRAPピクチャを、識別したDRAPピクチャと連結することにより、ビデオビットストリ
ームをコンパイルし得る。
【０１８０】
　図17は、ユーザクライアント100への非RAPピクチャが続くIRAPピクチャを送信するサー
バ200を示すシグナリング図を示す。非RAPピクチャは送信において損失する。ユーザクラ
イアント100は、順に次のピクチャを受信する際に、ピクチャが損失していることを検出
する。ユーザクライアント100はそして、サーバ200からDRAPピクチャを要求するフィード
バックメッセージを送信し、どの受信したIRAPピクチャに依存すべきかを示す。サーバ20
0は、DRAPピクチャを符号化し、それをユーザクライアント100に送信し、ビデオビットス
トリームの非RAPピクチャが続く。
【０１８１】
　DRAPピクチャを受信した復号器は、DRAPピクチャに先行するデータを無視し得る。例え
ば、データは、破損した復号化されたピクチャとなる可能性があるので、復号器のプレ復
号化バッファに存在し得る。
【０１８２】
　DRAPピクチャが上述したSEIメッセージのうちの一つを用いて示された場合、符号器は
、復号化の順序でDRAPピクチャに先行するピクチャに問題があり得ることを強調するため
の1に等しい破損リンクフラグを設定することができる。
【０１８３】
　図7は、実施形態に従うビデオ通信方法を示すフローチャートである。方法は、ステッ
プS60において、ユーザクライアントへ、通信チャネル上で少なくとも1つのIRAPピクチャ
を含むビデオビットストリームを送信することを含む。次のステップS61は、ユーザクラ
イアントから、フィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信することを
含む。フィードバックメッセージは、ユーザクライアントにおいて破損または損失したピ
クチャに対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。続くステップS62は、フィー
ドバックメッセージに基づいて、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとしてビデ
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オビットストリームにおける前の（先の）IRAPピクチャを用いて、DRAPピクチャを符号化
することを含む。DRAPピクチャは、ステップS62において、参照として使用される可能性
があり、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリ
ングピクチャとして符号化される。DRAPピクチャはそして、ステップS63においてユーザ
クライアントへ送信される。
【０１８４】
　上述し図7に示したビデオ通信方法は、好ましくは、図17に示し、また上述したような
、サーバが一つ以上のユーザクライアントと通信を行うことにより実行される動作に対応
する。したがって、ビデオ通信方法は、特に、ライブストリーミング、サーバ制御のスト
リーミング、および2方向ビデオ電話およびビデオ会議等の会話システムに適している。
通信チャネルは、好ましくは、ビデオビットストリームを送信する為に、ネットワークプ
ロトコルとしてRTPを用いる。ここで、RTCPは、フィードバックチャネルｔフィードバッ
クメッセージの送信をサポートするために使用され得る。
【０１８５】
　特定の実施形態では、DRAPピクチャは、ステップS63において、通信チャネルを用いて
ユーザクライアントへ送信される。別の実施形態では、DRAPピクチャは、ステップS63に
おいて、フィードバックチャネルを用いてユーザクライアントへ送信される。
【０１８６】
　実施形態では、フィードバックメッセージは、例えば、破損または損失のピクチャのPO
C値を示すことにより、破損または損失のピクチャを示す。ステップS62ではそして、POC
値に基づいて識別または選択されたピクチャを、DRAPピクチャとして符号化することを含
む。
【０１８７】
　実施形態では、サーバは、どのタイプのRAPピクチャを符号化し、フィードバックメッ
セージに応答してユーザクライアントに送信するかを選択するために、フィードバックメ
ッセージに含まれる情報を用いる。したがって、サーバは、IRAPピクチャを用いるか、DR
APピクチャを用いるかの間で選択する。RAPピクチャタイプの検出は、好ましくは、フィ
ードバックメッセージに含まれる情報と、破損または損失のピクチャに対応する時点にお
けるDPBのバッファ状態に基づく。この時点は、フィードバックメッセージに含まれる情
報に基づいて、順に決定される。したがって、サーバは、ユーザクライアントが、そのDP
Bにすくなくとも一つ復号化されたIRAPピクチャを有するかを判定するためにその情報を
用いる。ここで、そのような復号化されたIRAPピクチャはDRAPピクチャに対するピクチャ
として使用され得る。したがって、ユーザクライアントのDPBが少なくとも一つの復号化
されたIRAPピクチャを保存する場合、サーバは、好ましくは、最も最近のIRAPピクチャを
選択し、一つ以上のIRAPピクチャがDPBにある場合、ステップS62においてDRAPピクチャを
符号化する際に、それを参照ピクチャとして用いる。
【０１８８】
　しかしながら、サーバが、ユーザクライアントのDPBは、参照ピクチャとして使用され
得る、保存されているIRAPピクチャを有さないと結論付けた場合、サーバは、IRAPピクチ
ャを符号化し、それをユーザクライアントに送信する必要がある。したがって、この場合
、ビットコストは、ピクチャが代わりにDRAPピクチャとして符号化される場合と比較して
大きくなり得る。
【０１８９】
　特定の実施形態では、サーバは、破損または損失のピクチャが一旦検出されると、ユー
ザクライアントのDPBに保存されているIRAPピクチャを有する機会を増やすために、ロン
グタームのピクチャとして、全てまたは少なくともいくつかのIRAPピクチャを、ビデオビ
ットストリームにおいてシグナリングし得る。
【０１９０】
　サーバにおける符号器は、ユーザクライアントにおける復号器と同様に、DPBへアクセ
スする。したがって、復号器におけるDPBのバッファ状態は、符号器におけるDPBのバッフ
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ァ状態を模倣または反映しているので、符号器は、各時点において、復号器におけるDPB
のバッファ状態を完全に把握している。
【０１９１】
　図8は、図7のビデオ通信方法の、追加的、オプション的なステップを示すフローチャー
トである。方法は、図7におけるステップS63から続く。次のステップS70は、出力の順序
または復号化の順序でDRAPピクチャに続く少なくとも一つの非RAPピクチャをユーザクラ
イアントに送信することを含む。少なくとも一つの非RAPピクチャは、参照ピクチャとし
て、ビデオビットストリームで復号化の順序におけるDRAPピクチャに先行するあらゆる非
RAPピクチャを使用しない。
【０１９２】
　図9は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための方
法を示すフローチャートである。方法は、ステップS80において、ビデオストリームにお
けるn番目毎のピクチャをRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおける他のピ
クチャを非RAPピクチャとして符号化することを含む。
【０１９３】
　図10は、図9におけるステップS80の実施形態を示すフローチャートである。本実施形態
は、ステップS81を含み、m番目毎のRAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化し、他のRAP
ピクチャを、復号化の順序に従って各最も近接して先行するIRAPピクチャをDRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャとして符号化することを含む
。各DRAPピクチャは、ステップS81において、トレーリングピクチャとして符号化され、
ビデオストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【０１９４】
　したがって、本実施形態では、ビデオビットストリーム内のRAPの頻度は、パラメータn
により定義され、IRAPピクチャに関連するDRAPピクチャの頻度または割合は、パラメータ
mにより定義される。それにより、ステップS81の符号化の結果は、RAPピクチャとしてn番
目毎のピクチャを有するビデオビットストリームであり、m番目毎のRAPピクチャはIRAPピ
クチャであり、残りのRAPピクチャはDRAPピクチャである。ビデオビットストリームにお
ける残りのピクチャは、非RAPピクチャ、すなわち、非RAP P-またはB-ピクチャである。
【０１９５】
　図11は、図9におけるステップS80の別の実施形態を示すフローチャートである。本実施
形態はステップS82で開始し、少なくともRAPピクチャのサブセットに対して、IRAPピクチ
ャとして、またはDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することの間のビットコスト
差に基づいて、RAPピクチャがIRAPピクチャとして符号化されるかDRAPピクチャとして符
号化されるかを決定（判定）することを含む。DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、
各最も近接して先行するIRAPピクチャを、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャと
して用いて符号化される。DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビ
デオストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【０１９６】
　実施形態では、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビット
コストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビットコスト
から閾値を引いたものより低い場合、方法は、ステップS83でDRAPピクチャとしてRAPピク
チャを符号化し、それ以外は、ステップS84でIRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化す
ることを含む。
【０１９７】
　したがって、実施形態では、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対す
る推定ビットコスト（ビットコスト（DRAP））は、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符
号化することに対する推定ビットコスト（ビットコスト（IRAP））と閾値（T）の差と、
ステップS82で比較される。ビットコスト（DRAP）＜（ビットコスト（IRAP）－T）の場合
、方法はステップS83へ続き、RAPピクチャはDRAPピクチャとして符号化される。しかしな
がら、ビットコスト（DRAP）≧（ビットコスト（IRAP）－T）の場合、方法はステップS84
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へ続き、RAPピクチャはIRAPピクチャとして符号化される。
【０１９８】
　これは、もしIRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化するビットコストが、DRAPピク
チャとしてRAPピクチャを符号化するビットコストと実質的に等しい場合、または、Tプラ
スDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化するビットコストより大きくない場合、RAPは
、IRAPピクチャとして符号化され、それ以外はDRAPピクチャとして符号化されることを意
味する。
【０１９９】
　閾値Tは、好ましくは、IRAPピクチャは他のピクチャと独立したランダムアクセスを供
するので、IRAPピクチャがDRAPピクチャに対して好まれるように、正の数である。Tは、
ビデオビットストリームの、求まれた、または、測定されたビットレートに基づき得る。
Tはまた、ビットコスト（DRAP）および／またはビットコスト（IRAP）に基づき得る。例
えば、Tは、ビットコスト（DRAP）／ビットコスト（IRAP）＜1－cである場合にDRAPピク
チャが選択され、それ以外の場合にIRAPピクチャが選択されるように、c×ビットコスト
（IRAP）と等しいものであり得る。0から1の間のcの値、例えば0.25が、IRAPピクチャを
選択するのに好ましい。
【０２００】
　特定の実施形態では、方法はまた、DRAPピクチャとしてのRAPピクチャの符号化が、最
大の距離より大きい、ビデオビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を
導かない場合にのみ、ステップS82において、RAPピクチャはIRAPピクチャとして符号化さ
れるか、DRAPピクチャとして符号化されるかの判定を行い、それ以外ではIRAPピクチャと
してRAPピクチャを符号化することを含む。
【０２０１】
　本実施形態では、非限定的な例であるが、説明として10s毎または60s毎のような、ビデ
オビットストリームにおける2つの連続するIRAPピクチャ間の最大の距離が存在する。DRA
PとしてのRAPピクチャの符号化により、IRAP間の距離がこの最大の距離より大きくなる場
合は、RAPピクチャは、ビットコストのあらゆる比較を必要とせず、IRAPピクチャとして
符号化される。
【０２０２】
　［例示的な実施形態4］
　4番目の例示的な実施形態は、先の例示的な実施形態で説明したあらゆるサービスに関
する。
【０２０３】
　符号器は、ビデオシーケンスまたはストリームを符号化し、ランダムアクセスポイント
に対して、IRAPピクチャまたはDRAPピクチャのいずれを用いるかを選択的に選ぶ一つのユ
ースケースでは、ランダムアクセスの頻度は固定であり、IRAPピクチャに関連するDRAPピ
クチャの頻度も固定である。符号器は、ランダムアクセスポイントピクチャとして、n番
目毎のピクチャを符号化する。他のピクチャは、非ランダムアクセスポイントピクチャと
して符号化される。ランダムアクセスポイントピクチャ間では、符号器は、m番目毎のピ
クチャをIRAPピクチャとして符号化する。他のランダムアクセスポイントピクチャは、DR
APピクチャとして符号化され、オプション的に、最も先行する符号化されたIRAPピクチャ
を参照する。
【０２０４】
　2番目のユースケースでは、IRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして特定の候補のラン
ダムアクセスポイントピクチャを符号化することの間のビットコスト差を推定することに
より、ランダムアクセスポイントピクチャがIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号
化されるべきかについての決定がなされる。もしDRAPピクチャに対する推定ビットコスト
が、IRAPピクチャとしてピクチャを符号化することに対する推定ビットコストからTを引
いたものより低い場合に、ピクチャがDRAPピクチャとして符号化されるように、当該決定
を行うように、閾値Tが使用される。それ以外は、ピクチャはIRAPピクチャとして符号化
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される。
【０２０５】
　擬似コードでは、

となり、ここでTは、IRAPピクチャが好まれるような正の数であり得る。
【０２０６】
　出力のビットストリームにおけるIRAPピクチャ間の最大の距離が存在するように、この
2番目のユースケースは、1番目のユースケースを組み合わされ得る。これは、DRAPとして
の現在のピクチャの符号化の選択により、最大の距離より大きいIRAP距離が導かれない場
合のみ、擬似コードを呼び出すことにより実現化され得る。もしそのような場合は、現在
のピクチャは、DRAPピクチャとしてのピクチャの符号化を考慮せずに、IRAPピクチャとし
て符号化される。
【０２０７】
　実施形態の提案される解決策は、スクリーンコンテンツ符号化、並びに、一般的なコン
テンツ符号化において、ほとんど同じランダムアクセスおよびIRAPピクチャのエラー耐性
特性を維持しながら、IRAPピクチャで費やされる多くのビット数を削減すること目的とす
る。これは、ここでは、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャと呼ぶ、新し
いピクチャタイプ、を導入することによりなされる。DRAPピクチャは、P-ピクチャ等の時
間的予想ピクチャであり、先のRAPピクチャを（およびいくつかの実施形態では他のDRAP
ピクチャも）参照することで十分であり得る。先のRAPピクチャは、ビデオシーケンスに
おいてより早いピクチャの符号化された表現に対応するピクチャであり得る。また、先の
RAPピクチャは、出力されないが、例えばシーンの背景を表すビデオシーケンスにおける
ピクチャに対する良い参照を構成するのみのピクチャであり得る。
【０２０８】
　ランダムアクセスは、参照されるIRAPピクチャ（および関連すれば参照されるDRAPピク
チャ）はDRAPピクチャの復号化の前に復号化されなければならないという制約を伴い、DR
APピクチャに対して供される。DRAPピクチャは、例えば、ビデオに渡る早送りに対してか
なり有益である。同時に、ランダムアクセスに対するビットレートオーバーヘッドが最小
に維持される。
【０２０９】
　別の制約は、DRAPピクチャに渡る予想が禁止されなければならないことである。DRAPピ
クチャに続く非RAPピクチャは、予想のために、DRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピ
クチャを使用してはならない。この制約の一つの代替的な説明は、復号化および出力の両
方の順序でDRAPピクチャに続く非RAPピクチャは、復号化の順序でDRAPピクチャに先行す
るあらゆる非RAPピクチャを参照として用いないということである。
【０２１０】
　HEVC並びにAVC/H.264では、補助的強化情報（supplemental enhancement information
（SEI））メッセージが存在し、これはリカバリポイントSEIと呼ばれる。リカバリポイン
トSEIメッセージは、復号器がランダムアクセスを開始した後に、または、符号器がビデ
オビットストリームにおける破損したリンクを示した後に、復号化処理がいつ表示に対し
て容認されるピクチャを提供するかを決定する際に、復号器を支援する。復号化処理がリ
カバリポイントSEIメッセージに関連付けられた復号化の順序で、ピクチャに対して開始
された場合、このSEIメッセージにおいて特定された出力の順序におけるリカバリポイン
トにおける、またはそれに続く、全ての復号化されたピクチャは、コンテンツにおいて正
しいか、略正しいかが示される。リカバリポイントSEIメッセージは、DRAPピクチャの機
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能性を実現化するために使用されることはできない。もしリカバリポイントSEIメッセー
ジが、IRAPピクチャと共に送信された場合、復号化の順序においてそれに続く全てのピク
チャは、DRAPピクチャまで復号化されなければならず、それは望ましくない。そして、リ
カバリポイントSEIメッセージは、DRAPピクチャと共に送信されることはできない。なぜ
ならば、復号化の順序においてリカバリポイントSEIメッセージに先行する全てへの依存
を示すことができないからである。
【０２１１】
　DRAPピクチャの表示は、DRAPピクチャの前の符号化されたビデオにおける既知の問題に
ついての表示と組み合わせることが可能である。この表示セットを伴うDRAPピクチャに出
くわした受信器は、データは誤りがあることが示されるので、DRAPに先行する全てを破棄
することができる。
【０２１２】
　IRAPピクチャは、ランダムアクセスおよび符号化されたビデオに対するエラー耐性を供
するために、周期的な手法で共通に使用される。一般的なビデオコンテンツに対しては、
IRAPピクチャは、ビットレートに関して、P-ピクチャとして符号化するより3-5倍程度の
コストがかかり、B-ピクチャとして符号化するより5-10倍程度のコストがかかる。0.5か
ら1秒ごとにIRAPピクチャを挿入することはかなりのビットのコストとなる。
【０２１３】
　かなり静的なコンテンツを頻繁に有するビデオサービスは、スクリーン共有と監視ビデ
オを含む。スクリーン共有は、例えば、人々の間のライブコミュニケーションとして使用
され得る。または、サーバのような他のコンピュータをモニタするために設定される。全
てのこれらのサービスに対して、ビデオマテリアルを記録し保存することに、しばしば関
心がもたれる。保存されたビデオマテリアルは、好ましくは、ランダムアクセスオペレー
ションを用いて簡単に検索されるべきである。同時に、帯域幅の使用を制限し、記憶スペ
ースを確保するために、最小にビデオビットレートを維持することに関心がもたれる。
【０２１４】
　スクリーン共有とスクリーンモニタリング等の特定のスクリーンコンテンツサービスは
、人気が高まっている。スクリーンコンテンツは、一般的なビデオコーディングの符号化
よりも、ビデオコーティングに対して他の要求を行う。スクリーンコンテンツは、典型的
には、鋭いエッジのウィンドウ、グラフィックスとテキスト、特徴のある色を含み、長い
時間間隔に対して更新されないビデオピクチャのエリアを有する傾向にある。
【０２１５】
　HEVCバージョン1の開発に当たり、スクリーンコンテンツの符号化の特別な特徴は、明
示的には示されていない。ゆえに、JCT-VCは、明確にスクリーンコンテンツコーディング
をターゲットとするHEVCの拡張に従事している。
【０２１６】
　実施形態のDRAPピクチャは、ビットストリームの全体のビットコストを削減するために
、いくつかのIRAPピクチャと置き換えることができる。また、ランダムアクセスポイント
は、同じビットレートが与えられてより頻繁に置き換えることができる。DRAPピクチャ上
のランダムアクセスは、まず先行するIRAPピクチャを復号化し、その後DRAPピクチャを復
号化することによりなされる。
【０２１７】
　本発明の一つの実施形態において、イントラブロックまたはスキップブロックのみが、
エラー耐性を向上させるために、DRAPピクチャに対して許容される。
【０２１８】
　特定の実施形態では、DRAPピクチャは、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャと
してIRAPピクチャを使用してスキップブロックとして、またはイントラブロックとして、
DRAPピクチャのブロックを復号化することにより復号化される。
【０２１９】
　スキップブロックは、独占的な参照ピクチャとしてIRAPピクチャを用いて、スキップモ
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ードに従ってブロックを符号化することを示す。これは、スキップブロックに対するサン
プル値または画素値が、あらゆる動き補償なしに、参照ピクチャにおいて並置されたブロ
ックからコピーされることを意味する。DRAPピクチャのブロックに対するスキップモード
およびイントラモードの組み合わせにより、DRAPピクチャの符号化および復号化の効率的
な手法となる。
【０２２０】
　したがって、変化していない、または、最も近く先行するIRAPピクチャに関連していく
らかの定義された最小の差以上変化していないDRAPピクチャのこれらのブロックは、好ま
しくは、スキップブロックとして符号化および復号化される。ここで、変化している、ま
たは、参照ピクチャに関連して、定義される最小の参照以上に変化しているDRAPピクチャ
のブロックは、イントラブロックとして符号化および復号化される。
【０２２１】
　別の実施形態では、IRAPピクチャに並置されたブロックが別のIRAPピクチャに並置され
たブロックと定義された閾値以上異ならない場合、DRAPピクチャのブロックはDRAPピクチ
ャに対する独占的な参照ピクチャとしてIRAPピクチャを用いてスキップブロックとして符
号化され、それ以外はイントラブロックとして符号化される。別のIRAPピクチャは、復号
化の順序に従って、ビデオストリームにおいてIRAPピクチャに先行し、好ましくは、IRAP
ピクチャの符号化の前に符号化される、最も近く先行するIRAPピクチャである。特定の実
施形態では、DRAPピクチャのブロックは、IRAPピクチャにおいて並置されたブロックが、
別のIRAPピクチャ、および、復号化の順序に従って別のIRAPピクチャとIRAPピクチャとの
間に存在する中間のピクチャにおいて並置されたブロックと一致または所定の閾値より変
化しない場合に、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとしててのIRAPピクチャを
用いてスキップブロックとして符号化され、それ以外の場合は、イントラブロックとして
符号化される。
【０２２２】
　イントラモードに従ったブロックの復号化、すなわち、イントラブロックの復号化は、
、ITU-T H.265シリーズH：Audiovisual and multimedia systems, Infra structure of a
udiovisual services - Coding of moving video, High efficiency video codingの、セ
クション8.4 Decoding process for coding units coded in intra prediction modeに規
定されるように実行されることが好ましい。インターモードに従ったブロックの復号化、
すなわち、インターブロックの復号化は、ITU-T H.265シリーズH：Audiovisual and mult
imedia systems, Infra structure of audiovisual services - Coding of moving video
, High efficiency video codingの、セクション8.5 Decoding process for coding unit
s coded in inter prediction modeに規定されるように実行されることが好ましい。スキ
ップブロック、すなわち、スキップフラグが1に等しい値を有するブロックの復号化は、
特に、ITU-T H.265シリーズH：Audiovisual and multimedia systems, Infra structure 
of audiovisual services - Coding of moving video, High efficiency video codingの
、8.5.4.1 Generalに記載されている。
【０２２３】
　HEVCでは、スキップモードは、残りのデータがスキップされる特例を伴う新しいマージ
モードと同様である。マージモードは、4つの空間の候補、一つの時間的候補、およびゼ
ロの動きの候補から、動きのパラメータを選択する。したがって、スキップされたブロッ
クは、好ましくは、選択されたゼロの動きの候補を伴い、HEVCにおけるスキップモードに
したがって復号化される。
【０２２４】
　第一の観点によれば、ビデオビットストリームを符号化するための方法が提供される。
方法において、IRAPピクチャは符号化され、IRAPピクチャに依存するのみのインターピク
チャは符号化される。ここで、インターピクチャは、依存性ランダムアクセスポイント（
DRAP）ピクチャとして参照される。
【０２２５】
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　第二の観点によれば、ビデオビットストリームを復号化するための方法が提供される。
方法において、イントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャは復号化され、IRAP
ピクチャに依存するのみのインターピクチャは復号化される。ここで、インターピクチャ
は、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャとして参照され、DRAPピクチャは
ランダムアクセスオペレーションを実行するために使用される。
【０２２６】
　図18に示すように、第三の観点によれば、ビデオビットストリームを符号化するための
符号器30が提供される。符号器30は、
　IRAPピクチャを符号化し、
　IRAPピクチャに依存するのみのインターピクチャを符号化するように適合された処理手
段を有し、
ここで、インターピクチャは、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャとして
参照される。
【０２２７】
　第四の観点によれば、ビデオビットストリームを復号化するための復号器10が提供され
る。復号器10は、
　イントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを復号化し、
　IRAPピクチャに依存するのみのインターピクチャを復号化するように適合された処理手
段を有し、ここで、インターピクチャは、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピク
チャとして参照され、DRAPピクチャはランダムアクセスオペレーションを実行するために
使用される。
【０２２８】
　符号器30と復号器10のそれぞれにおいて、処理手段は、プロセッサとメモリを有し、当
該メモリは、当該プロセッサにより実行された場合に、ここに説明した方法を実行するよ
うに構成された命令を含む。
【０２２９】
　符号器30は、例えばSEIメッセージにより例示される制御情報と共に、符号化されたビ
ットストリームを送信するための出力部を有し、復号器10は、ビデオビットストリームと
制御情報を受信するための入力部を有する。
【０２３０】
　符号器30と復号器10はそれぞれ、ユーザ端末またはネットワークノードのようなデバイ
スに設置され得る。ユーザ端末は、例えば、ビデオカメラ、携帯電話またはタブレットで
あり得る。
【０２３１】
　例示的な実施形態は、いくつかの手法において与えられる命令に対して提供し得ること
を理解すべきである。
【０２３２】
　実施形態の利点は、ランダムアクセス構成ビットストリームにおいて、全てのRAPをIRA
Pピクチャとして符号化する代わりに、ランダムアクセスポイント（RAP）のいくつかをDR
APピクチャとして符号化することにより、多くの帯域が確保され、またはより高い全体の
品質のために取引され得ることである。
【０２３３】
　DRAPピクチャにより、マルチチューナーのシナリオにおいて、ビットレートを実質的に
増加させずに、また、複数の異なるストリームを全体に保存する必要なしに、短いチャネ
ル切り替え時間を提供することが可能となる。
【０２３４】
　DRAPピクチャにより、アダプティブストリーミングのシナリオにおいて、表現を変更し
、ビデオにおける異なる位置にジャンプするため能力を低減させずに、ビデオビットスト
リームのサイズを小さくすることが可能となる。
【０２３５】
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　DRAPピクチャが、DRAPピクチャの前の符号化されたビデオにおける既知の問題について
の表示が結合されている場合、受信器は、どのピクチャ以降でビデオは当該問題から解放
されるかを確認することができる。
【０２３６】
　図12は、8番目のピクチャ毎の周期的なIDRピクチャを有する、HEVCに対するランダムア
クセス構成を示す。典型的に、ブロードキャストされるコンテンツに対して、IRAPは、約
0.5 - 2秒ごとに挿入される。30Hzのシーケンスに対して、これは、約15から60毎のピク
チャは、IRAPピクチャであることを意味する。濃い灰色のピクチャはIDPピクチャであり
、白いピクチャはP-ピクチャまたはB-ピクチャである。
【０２３７】
　スクリーンコンテンツ、または、ビデオが長い時間アップデートされない他の一般的な
コンテンツに対する従来のランダムアクセスアプローチは、図14のようなものに見える。
単純化した例において、IRAPピクチャは、3番目のピクチャごとに挿入される。説明の目
的のために、ブロックはまた、より通常な解像度でHEVCで符号化されたビデオに対するも
のよりも、かなり大きい。この例では、P-ピクチャは、先のピクチャを参照する。全ての
IRAPピクチャに対して、ピクチャにおける各ブロックをイントラ符号化することにより、
ビデオは瞬間的にリフレッシュされる。イントラブロックは濃い灰色でマークされ、灰色
のインターブロック（これらのいくつかはまたイントラブロックであり得る）と白いブロ
ックはスキップブロックである。
【０２３８】
　本発明において、新しいRAPピクチャのタイプが導入され、それはDRAPとして参照され
る。DRAPピクチャにおけるブロックは、先のIRAPピクチャを参照するのみである。他のピ
クチャへの参照は許容されない。発明の一つの観点では、いくつかのRAPはIRAPピクチャ
の代わりにDRAPピクチャとして符号化される。予想パターンを図13に示す。濃い灰色のピ
クチャはIDPピクチャであり、中間の灰色のピクチャはDRAPピクチャであり、白いピクチ
ャはP-ピクチャまたはB-ピクチャである。DRAPピクチャは、IDRピクチャを参照するのみ
である。
【０２３９】
　DRAPピクチャを復号化するために、先の参照されたIRAPピクチャは復号化される必要が
ある。イントラ符号化を用いてDRAPピクチャにおける全てのブロックが符号化されないこ
とにより、多くのビットレートをセーブすることができる。さらに、先のIRAP（IDR、CRA
、およびBLA）ピクチャを参照しなければならないことのみにより、あるレベルのランダ
ムアクセスを達成することができる。本発明では、DRAPピクチャの制約が、SEIメッセー
ジを用いてシグナリングされ得る。もしDRAPピクチャがSEIメッセージを用いてシグナリ
ングされた場合、ビットストリームにおける特定のピクチャタイプとしてDRAPピクチャを
シグナリングする必要はない。
【０２４０】
　本実施形態は、HEVC復号化および符号化、すなわち、HEVCの仕様または規格に従う復号
化、およびビデオデータのHEVCの仕様または規格に準拠するビデオビットストリームへの
符号化、に関連した使用に特に適している。HEVCの仕様または規格は、HEVCバージョン1
および後続のバージョンを含むあらゆるバージョンのHEVCの仕様、および、スクリーンコ
ンテンツの拡張、マルチビューの拡張およびスケーラブルな拡張を含む。
【０２４１】
　当業者であれば、HEVCは、実施形態を説明するための基本として使用されるが、実施形
態は、AVC/H.264, H.263、MPEG-4、VP8およびVP9を含む時間予想符号化を用いた他のビデ
オ符号化規格にも等しく良好に機能することを理解するだろう。
【０２４２】
　ここで説明するIRAPピクチャは、イントラランダムアクセスポイントピクチャ、すなわ
ち、ランダムアクセスポイントを構成し、それによりランダムアクセスポイントとして使
用することができ、また、空間予想すなわちイントラ予想を用いて符号化および復号化さ
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れ、それによりイントラ符号化されたブロックのみを含むピクチャ、を構成する。先に説
明したように、HEVCの仕様によれば、IRAPピクチャは、IDRピクチャ、CRAピクチャ、また
はBLAピクチャの形式であり得る。上述したような他のビデオ符号化の規格において、他
の特定のピクチャタイプ名は、キーピクチャまたはキーフレーム等の、イントラランダム
アクセスポイントピクチャを定義するために使用され得る。しかしながら、そのような他
の特定のピクチャタイプはまた、そのような他のビデオ符号化の規格に対しては、それら
が構成する限り使用される表現IRAPピクチャに含まれるとみなされ、それにより、ランダ
ムアクセスポイントとして使用され、また、空間またはイントラ予想だけを用いて符号化
および復号化される。ビデオコーディングにおいて、ビデオストリームのピクチャは、と
きにフレームと参照される。
【０２４３】
　実施形態の別の観点は、ユーザクライアントに関する。ユーザクライアントは、参照と
して使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
トを構成するトレーリングピクチャとして符号化されるDRAPピクチャを取得するように構
成される。ユーザクライアントはまた、ビットストリームのIRAPピクチャを取得するよう
に構成される。ユーザクライアントは更に、IRAPピクチャを復号化するように構成される
。ユーザクライアントは追加的に、IRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピ
クチャとして使用してDRAPピクチャを復号化するように構成される。ユーザクライアント
はまた、復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行する
ように構成される。
【０２４４】
　実施形態では、ユーザクライアントは、ビデオビットストリームにおいて、復号化の順
序に従って最も近く先行するIRAPピクチャのみを、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピ
クチャとして使用して、DRAPピクチャを復号化するように構成される。
【０２４５】
　実施形態では、ユーザクライアントは、出力の順序および符号化の順序において、DRAP
ピクチャに続くビデオビットストリームの少なくとも一つの非RAPピクチャを復号化する
ように構成される。少なくとも一つの非RAPピクチャは、参照ピクチャとして、ビデオビ
ットストリームで復号化の順序におけるDRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャ
を使用しない。
【０２４６】
　実施形態において、ユーザクライアントは、復号化されたDRAPピクチャを出力するよう
に構成される。ユーザクライアントはまた、好ましくは、少なくとも一つの復号化された
非RAPピクチャを復号化するように構成される。
【０２４７】
　特定の実施形態では、ユーザクライアントは、IRAPピクチャは出力されるべきではない
ことを示す、IRAPピクチャに関連付けられた出力フラグを受信するように構成される。し
たって、この特定の実施形態では、DRAPピクチャと続く非RAPピクチャは、例えば表示の
ための出力として、出力され、IRAPピクチャは出力されない。
【０２４８】
　実施形態では、ユーザクライアントは、DRAPピクチャに関連付けられたSEIメッセージ
に少なくとも部分的に基づいて、ビデオビットストリームにおけるDRAPピクチャを識別す
るように構成される。
【０２４９】
　実施形態において、ユーザクライアントは、DRAPピクチャのRPSに存在するIRAPピクチ
ャの識別子に基づいて、DPBにおけるIRAPピクチャを識別するように構成される。
【０２５０】
　実施形態では、ユーザクライアントは、ビデオビットストリームの符号化されたビデオ
データのセグメントをダウンロードするように構成される。セグメントは、IRAPピクチャ
で開始し、少なくとも一つのDRAPピクチャを含む。ユーザクライアントはまた、前方ジャ
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ンプまたは早送りの要求に基づいて、セグメントにおいてDRAPピクチャを識別するように
構成される。
【０２５１】
　実施形態では、ユーザクライアントは、ビデオビットストリームの符号化されたビデオ
データのセグメントの第1の部分をダウンロードするように構成される。セグメントの第1
の部分は、IRAPピクチャを含み、セグメントは前方ジャンプ要求または表現切り替え要求
に基づいて識別される。ユーザクライアントはまた、前方ジャンプ要求または表現切り替
え要求に基づいて識別されたDRAPピクチャで開始するセグメントの第2の部分をダウンロ
ードするように構成される。
【０２５２】
　実施形態では、ユーザクライアントは、現在のチャネルを表現する現在のビデオビット
ストリームを受信して復号化するように構成される。ユーザクライアントはまた、別のチ
ャネルを表すビデオビットストリームを受信するように構成される。ユーザクライアント
はさらに、メモリに、ビデオビットストリームの最も最近のIRAPピクチャまたは、最も最
近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンを、一時的に保存するように構成される。ユ
ーザクライアントは、追加的に、別のチャネルを識別するチャネル切り替え要求に基づい
て、メモリから、最も最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンの最も最近のIRAPピ
クチャを引き出すように構成される。ユーザクライアントはまた、チャネル切り替え要求
を受けてビデオビットストリーム内の次のDRAPピクチャとしてDRAPピクチャを受信するよ
うに構成される。
【０２５３】
　実施形態では、ユーザクライアントは、通信チャネル上で、IRAPピクチャを含むビデオ
ビットストリームを受信して復号化するように構成される。ユーザクライアントはまた、
ビデオビットストリームにおける破損または損失の検出を受けて、フィードバックチャネ
ル上でフィードバックメッセージを送信するように構成される。フィードバックメッセー
ジは、破損または損失したピクチャに対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。
ユーザクライアントはさらに、フィードバックメッセージに基づいて生成されたDRAPピク
チャを受信するように構成される。
【０２５４】
　ここに説明する方法および装置は、あらゆる手法において組み合わされ、再構成され得
ることが理解されるだろう。
【０２５５】
　例えば、実施形態は、ハードウェアにおいて、または適切な処理回路による実行に対し
て、ソフトウェアにおいて実装され得る。または、それらの組み合わせでもあり得る。
【０２５６】
　ここに説明するステップ、機能、手順、モジュール、および／またはブロックは、あら
ゆる従来の技術、例えば、汎用の電子回路または特定用途の回路の両方を含む、離散また
は集積回路の技術、を用いて、ハードウェアに実装され得る。
【０２５７】
　特定の例は、一つ以上の適切に構成されたデジタル信号プロセッサおよび他の既知の電
子回路、例えば、特別な機能を実行するために相互接続された離散ロジックゲート、また
は特定用途向け集積回路（ASICs）、を含む。
【０２５８】
　図19は、実施形態に従うユーザクライアント110の特定のハードウェア実装を示す。ユ
ーザクライアント110は、DRAPピクチャとIRAPピクチャを取得するように構成された供給
器111を有する。ユーザクライアント110はまた、IRAPピクチャを復号化し、IRAPピクチャ
をDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化する
ための復号器112を有する。ユーザクライアント110はさらに、DRAPピクチャにおいてラン
ダムアクセスオペレーションを実行するように構成されたランダムアクセス部113を有す
る。
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【０２５９】
　復号器112は、好ましくは、復号化ピクチャバッファ（DPB）を有する、または接続され
、それは復号器112により生成された復号化されたピクチャを一時的に保存するように構
成される。復号化されたピクチャは、好ましくは、ビデオビットストリームにおける後続
のピクチャを復号化する際に参照ピクチャとして使用されるためにDPBに保存され、およ
び／または、出力の順序に従ってピクチャが出力されるべきまで、DPBに保存される。
【０２６０】
　ピクチャ供給器111は、好ましくは、復号器112で復号化されるピクチャを転送するため
に、復号器112に接続される。それに応じて、復号器112は、DRAPピクチャをランダムアク
セス部113へ転送するためにランダムアクセス部に接続され、ここで、DRAPピクチャは、
ランダムアクセスオペレーションを実行するために使用される。
【０２６１】
　また、少なくともいくつかのステップにおいて、ここに説明する機能、手順、モジュー
ル、および／またはブロックは、一つ以上のプロセッサまたは処理ユニット等の適切な処
理回路による実行のためのコンピュータプログラム等のソフトウェアに実装され得る。
【０２６２】
　処理回路の例は、限定されないが、一つ以上のマイクロプロセッサ、一つ以上のデジタ
ル信号プロセッサ（DSPs）、一つ以上の中央処理ユニット（CPUs）、ビデオ加速（accele
ration）ハードウェア、および／または一つ以上のフィールド・プログラマブル・ゲート
・アレイ(FPGA)または一つ以上のプログラマブル・ロジック・コントローラ（PLC）等の
好適なプログラマブル論理回路を含む。
【０２６３】
　提案される技術が実装されるあらゆる従来の装置またはユニットの一般的な処理機能を
再利用することが可能であることも理解されるべきである。例えば、現存のソフトウェア
と再プログラミングすることにより、または、新しいソフトウェア構成を追加することに
より、現存のソフトウェアを再利用することが可能であり得る。
【０２６４】
　特定の例では、ユーザクライアント120（図20参照）は、プロセッサ121と、プロセッサ
121により実行可能な命令を含むメモリ122を有する。プロセッサ121は、DRAPピクチャとI
RAPピクチャを取得するように動作する。プロセッサ121はまた、IRAPピクチャを復号化し
、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとしてIRAPピクチャを用いてDRAPピクチャ
を復号化するように動作する。プロセッサ121はさらに、DRAPピクチャにおいてランダム
アクセスオペレーションを実行するように動作する。
【０２６５】
　実施形態において、ユーザクライアント120はまた、ビデオビットストリームを受信し
、復号化されたピクチャを出力するように構成された入力／出力（I/O）部123を有する。
I/O部123は、送受信器、受信器、および送信器として、または入力ポートと出力ポートと
して、実装され得る。
【０２６６】
　ユーザクライアント120のメモリ122は、好ましくは、復号化されたピクチャを保存しア
クセスするために、プロセッサ121により使用されるDPBを有する。
【０２６７】
　特定の実施形態では、プロセッサ121は、上記に説明したオペレーションを実行するた
めに、メモリ122に保存された命令を実行する際に動作する。よって、プロセッサ121は、
規定のソフトウェアの実行を可能とするために、メモリ122に相互接続される。
【０２６８】
　図26は、プロセッサ410と、付随するメモリ420と、通信回路430を有するユーザ装置（U
E）400の例を示す概略的なブロック図である。
【０２６９】
　この特定の例では、ここに説明するステップ、機能、手順、モジュール、および／また
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はブロックの少なくともいくつかがコンピュータプログラム440に実装され、それは、一
つ以上のプロセッサ410を含む処理回路による実行のためにメモリ420に対してロードされ
る。プロセッサ410とメモリ420は、規定のソフトウェアの実行を可能にするために、それ
ぞれ相互接続される。通信回路430も、ビデオビットストリームおよび復号化されたピク
チャの入力および／または出力を可能にするために、それぞれ、プロセッサ410および／
またはメモリ420に相互接続される。
【０２７０】
　ユーザ装置400は、ビデオビットストリームを受信して処理することができるあらゆる
デバイスまたは装置であり得る。例えば、ユーザ装置400は、ラップトップ、スマートフ
ォン、タブレット、セットトップボックス等の、固定的か可搬的のいずれかのコンピュー
タであり得る。
【０２７１】
　「プロセッサ」という用語は、特定の処理を実行するためのプログラムコードまたはコ
ンピュータプログラムの命令を実行、判定、またはタスクを演算することが可能なあらゆ
るシステムまたは装置として、一般的な意味で解釈される。
【０２７２】
　したがって、一つ以上のプロセッサを含む処理回路は、コンピュータプログラムを実行
する際に、説明するような良く定義された処理タスクを実行するように構成される。
【０２７３】
　処理回路は、上記に説明したステップ、機能、手順、および／またはブロックを実行す
るために専用である必要はなく、他のタスクを実行可能であってもよい。
【０２７４】
　実施形態において、コンピュータプログラム440は、プロセッサ410により実行された場
合に、プロセッサ410に、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリーム
でランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化されたDRAPピ
クチャを取得させる命令を含む。プロセッサ410にはまた、ビデオビットストリームのIRA
Pピクチャを取得させる。プロセッサ410には更に、IRAPピクチャを復号化させ、IRAPピク
チャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化
させる。プロセッサ410には追加的に、復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアク
セスオペレーションを実行させる。
【０２７５】
　提案される技術はまた、コンピュータプログラム440を含むキャリア450を提供する。キ
ャリア450は、電子信号、光学信号、電磁気信号、磁気信号、電気信号、無線信号、マイ
クロ波信号、またはコンピュータ読み取り可能な記憶媒体450のうちのいずれかである。
【０２７６】
　例として、ソフトウェアまたはコンピュータプログラム440は、コンピュータプログラ
ム製品として実現され、それは、通常は、運ばれるか、好ましくは非揮発性のコンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体450であるコンピュータ読み取り可能な媒体440に保存される。
コンピュータ読み取り可能な媒体450は、これらに限定されないが、ROM（Read-Only Memo
ry）、RAM（Random Access Memory）、CD（Compact Disc）、DVD（Digital Versatile Di
sc）、ブルーレイディスク、USB（Universal Serial Bus）メモリ、HDD（Hard Disk Driv
e）記憶装置、フラッシュメモリ、磁気テープ、他のあらゆる従来のメモリ装置を含む、
一つ以上の取り外し可能または取り外し不可能なメモリ装置を含み得る。したがって、コ
ンピュータプログラム440は、プロセッサ410による実行のために、図26におけるユーザ装
置400により表される、コンピュータまたは同等の処理装置の動作メモリにロードされ得
る。
【０２７７】
　フロー図またはここに示した図表は、ゆえに、一つ以上のプロセッサにより実行された
場合に、コンピュータフロー図または図表としてみなされ得る。対応するユーザクライア
ントは、機能モジュールのグループとして定義され得る。ここで、プロセッサにより実行
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される各工程は、機能モジュールに対応する。このケースでは、機能モジュールは、プロ
セッサ上で動作するコンピュータプログラムとして実装される。ゆえに、ユーザクライア
ントは、代替的に、機能モジュールのグループとして定義され得る。ここで、機能モジュ
ールは、少なくとも一つのプロセッサ上で動作するコンピュータプログラムとして実装さ
れる。
【０２７８】
　したがって、メモリに属するコンピュータプログラムは、プロセッサにより実行された
場合に、説明した工程および／またはタスクの少なくとも一部を実行するように構成され
た適切な機能モジュールのグループとして組織され得る。そのような機能モジュールの例
は、図21にに示される。
【０２７９】
　図21は、機能モジュールを有するユーザクライアント130の概略ブロック図である。ユ
ーザクライアント130は、DRAPピクチャとIRAPピクチャを取得するためのピクチャ供給器1
31をを有する。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットスト
リームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化
される。ユーザクライアント130また、IRAPピクチャを復号化し、IRAPピクチャをDRAPピ
クチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化するための復
号器132を有する。ユーザクライアント130はさらに、復号化されたDRAPピクチャにおいて
ランダムアクセスオペレーションを実行するためのランダムアクセス部を有する。
【０２８０】
　実施形態の更なる観点は、ビデオ通信サーバに関する。ビデオ通信サーバは、ユーザク
ライアントへ、通信チャネル上で少なくとも1つのIRAPピクチャを含むビデオビットスト
リームを送信するように構成される。ビデオ通信サーバはまた、ユーザクライアントから
のフィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信するように構成される。
フィードバックメッセージは、ユーザクライアントにおいて破損または損失したピクチャ
に対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。ビデオ通信サーバは更に、フィード
バックメッセージに基づいて、ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチャをDRAP
ピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いてDRAPピクチャを符号化するように構
成される。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリー
ムにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され
る。ビデオ通信サーバは追加的に、ユーザクライアントへDRAPピクチャを送信するように
構成される。
【０２８１】
　実施形態では、ビデオ通信サーバは、出力の順序または復号化の順序でDRAPピクチャに
続く少なくとも一つの非RAPピクチャをユーザクライアントに送信するように構成される
。少なくとも一つの非RAPピクチャは、参照ピクチャとして、ビデオビットストリームで
復号化の順序におけるDRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャを使用しない。
【０２８２】
　図22は、実施形態に従うビデオ通信サーバ210のハードウェア実装の図である。ビデオ
通信サーバ210は、ビデオビットストリームとDRAPピクチャをユーザクライアントに送信
するように構成された送信器211を有する。ビデオ通信サーバ210はまた、ユーザクライア
ントからのフィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信するように構成
された受信器213を有する。ビデオ通信サーバ210はさらに、フィードバックメッセージに
基づいて、DRAPピクチャを符号化するように構成された符号器212を有する。
【０２８３】
　受信器213は、受信したフィードバックメッセージまたはそれに含まれる情報を符号器2
12に転送するために、好ましくは、符号器212に接続される。符号器212は、符号化された
DRAPピクチャを含む符号化されたピクチャを、ユーザクライアントへ送信するために送信
器211に転送するために、好ましくは、送信器211に接続される。
【０２８４】
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　図22は、分離した送信器211と受信器213を有するようなビデオ通信サーバ210を示す。
代替的な実装では、データの受信と送信の両方を管理するために、結合した送受信器がビ
デオ通信サーバ210に存在し得る。送信器211と受信器213または、送受信器は、無線の送
信および受信に対して実装され得る。また、それらは、有線の送信および受信に対して実
装され得る。
【０２８５】
　図23は、ビデオ通信サーバ220のソフトウェアにおける実装を示す。特定の例では、ビ
デオ通信サーバ220は、プロセッサ221と、プロセッサ221により実行可能な命令を含むメ
モリ222を有する。プロセッサ221は、ユーザクライアントへの送信のために、ビデオビッ
トストリームとDRAPピクチャを出力するように動作する。プロセッサ121はまた、受信し
たフィードバックメッセージに基づいて、DRAPピクチャを符号化するように動作する。
【０２８６】
　実施形態では、ビデオ通信サーバ220はまた、ビデオビットストリームとDRAPピクチャ
をユーザクライアントに送信し、ユーザクライアントからフィードバックメッセージを受
信するように構成されたI/O部223を有する。I/O部223は、送受信器、受信器、および送信
器として、または入力ポートと出力ポートとして、実装され得る。
【０２８７】
　ビデオ通信サーバ220のメモリ222は、好ましくは、符号化処理の間に、再構成されたピ
クチャを保存しアクセスするために、プロセッサ221により使用されるDPBを有する。
【０２８８】
　特定の実施形態では、プロセッサ221は、上記に説明したオペレーションを実行するた
めに、メモリ222に保存された命令を実行する際に動作する。よって、プロセッサ221は、
規定のソフトウェアの実行を可能とするために、メモリ222に相互接続される。
【０２８９】
　図24は、機能モジュールを有するビデオ通信サーバ230の概略ブロック図である。ビデ
オ通信サーバ230は、ユーザクライアントへ、通信チャネル上で少なくとも1つのIRAPピク
チャを含むビデオビットストリームを送信するための送信器231を有する。ビデオ通信サ
ーバ230は、ユーザクライアントからのフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信するための受信器233も含む。フィードバックメッセージは、ユーザクライ
アントにおいて破損または損失したピクチャに対応するビデオビットストリーム内の位置
を示す。ビデオ通信サーバは更に、フィードバックメッセージに基づいて、ビデオビット
ストリームにおける先のIRAPピクチャとDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとし
て用いてDRAPピクチャを符号化するための符号器232を有する。DRAPピクチャは、参照と
して使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
トを構成するトレーリングピクチャとして符号化される。ビデオ通信サーバ230の送信器2
31はさらに、DRAPピクチャをユーザクライアントへ送信するためのものである。
【０２９０】
　図26は、プロセッサ410と、付随するメモリ420と、通信回路430を有するビデオ通信サ
ーバ400の例を示す概略的なブロック図である。この特定の例では、ここに説明するステ
ップ、機能、手順、モジュール、および／またはブロックの少なくともいくつかがコンピ
ュータプログラム440に実装され、それは、一つ以上のプロセッサ410を含む処理回路によ
る実行のためにメモリ420に対してロードされる。
【０２９１】
　実施形態では、コンピュータプログラム440は、プロセッサ410により実行された場合に
、プロセッサ410に、ユーザクライアントへの通信チャネル上で少なくとも1つのIRAPピク
チャを含むビデオビットストリームを送信させる命令を含む。プロセッサ410にはまた、
ユーザクライアントからのフィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信
させる。フィードバックメッセージは、ユーザクライアントにおいて破損または損失した
ピクチャに対応するビデオビットストリーム内の位置を示す。プロセッサ410には更に、
フィードバックメッセージに基づいて、ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチ
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ャとDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いてDRAPピクチャを符号化させ
る。DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにお
けるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化される。プ
ロセッサ410には追加的に、ユーザクライアントへDRAPピクチャを送信させる。
【０２９２】
　実施形態の更なる観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符
号化するための符号器に関する。符号器はビデオストリームにおいてn番目毎のピクチャ
をRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャ
として符号化するように構成される。符号器はまた、m番目毎のRAPピクチャをIRAPピクチ
ャとして符号化し、他のRAPピクチャを、復号化の順序に従って各最も近接して先行するI
RAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャ
として符号化することにより、n番目毎のピクチャを符号化するように構成される。各DRA
Pピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオビットストリームにおけ
るランダムアクセスポイントを構成する。
【０２９３】
　実施形態の別の観点は、ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号
化するための符号器に関する。符号器はビデオストリームにおいてn番目毎のピクチャをR
APピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャと
して符号化するように構成される。符号器はまた、少なくともRAPピクチャのサブセット
に対して、IRAPピクチャとして、またはDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化するこ
との間のビットコスト差に基づいて、RAPピクチャがIRAPピクチャとして符号化されるかD
RAPピクチャとして符号化されるかを決定（判定）することにより、n番目毎のピクチャを
符号化するように構成される。DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、各最も近接して
先行するIRAPピクチャを、DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用いる符号
器により符号化される。DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデ
オビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【０２９４】
　実施形態では、符号器は、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する
推定ビットコストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビ
ットコストから閾値を引いたものより低い場合、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号
化し、それ以外は、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化するように構成される。
【０２９５】
　実施形態では、DRAPピクチャとしてのRAPピクチャの符号化が、最大の距離より大きい
、ビデオビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を導く場合にのみ、RA
PピクチャはIRAPピクチャとして符号化されるか、DRAPピクチャとして符号化されるかの
判定を行い、それ以外ではIRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化するように構成され
る。
【０２９６】
　符号器は、機能モジュールとして含む、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの
組み合わせで、実装され得る。図25は、符号器300のソフトウェアにおける実装の図であ
る。特定の例では、符号器300は、プロセッサ301と、プロセッサ301により実行可能な命
令を含むメモリ302を有する。プロセッサ301は、ビデオストリームにおいてn番目毎のピ
クチャをRAPピクチャとして符号化し、ビデオストリームにおいて他のピクチャを非RAPピ
クチャとして符号化するように動作する。
【０２９７】
　実施形態では、符号器300はまた、ビデオビットストリームの符号化されたピクチャを
出力するように構成されたI/O部303を有する。I/O部303はまた、好ましくは、符号化され
るピクチャを受信するように構成される。I/O部303は、送受信器、受信器、および送信器
として、または入力ポートと出力ポートとして、実装され得る。
【０２９８】
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　符号器300のメモリ302は、好ましくは、符号化処理の間に、再構成されたピクチャを保
存しアクセスするために、プロセッサ301により使用されるDPBを有する。
【０２９９】
　特定の実施形態では、プロセッサ301は、上記に説明したオペレーションを実行するた
めに、メモリ302に保存された命令を実行する際に動作する。よって、プロセッサ301は、
規定のソフトウェアの実行を可能とするために、メモリ302に相互接続される。
【０３００】
　図26は、プロセッサ410と、付随するメモリ420と、通信回路430を有する符号器400の例
を示す概略的なブロック図である。この特定の例では、ここに説明するステップ、機能、
手順、モジュール、および／またはブロックの少なくともいくつかがコンピュータプログ
ラム440に実装され、それは、一つ以上のプロセッサ410を含む処理回路による実行のため
にメモリ420に対してロードされる。
【０３０１】
　実施形態では、コンピュータプログラム440は、プロセッサ410により実行された場合に
、プロセッサ410にn番目毎のピクチャをRAPピクチャとして符号化させ、ビデオストリー
ムにおいて他のピクチャを非RAPピクチャとして符号化させる命令を含む。プロセッサに
はまた、m番目毎のRAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化させ、他のRAPピクチャを、
復号化の順序に従って各最も近接して先行するIRAPピクチャをDRAPピクチャに対する独占
的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャとして符号化させることにより、n番目毎
のピクチャを符号化させる。各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され
、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する。
【０３０２】
　別の実施形態では、コンピュータプログラム440は、プロセッサ410により実行された場
合に、プロセッサ410にn番目毎のピクチャをRAPピクチャとして符号化させ、ビデオスト
リームにおいて他のピクチャを非RAPピクチャとして符号化させる命令を含む。プロセッ
サにはまた、少なくともRAPピクチャのサブセットに対して、IRAPピクチャとして、また
はDRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することの間のビットコスト差に基づいて、R
APピクチャがIRAPピクチャとして符号化されるかDRAPピクチャとして符号化されるかを決
定（判定）することにより、n番目毎のピクチャを符号化させる。DRAPピクチャは、復号
化の順序に従って、各最も近接して先行するIRAPピクチャを、DRAPピクチャに対する独占
的な参照ピクチャとして用いる符号器により符号化される。DRAPピクチャは、トレーリン
グピクチャとして符号化され、ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
トを構成する。
【０３０３】
　上記に説明した実施形態は、本発明のいくつかの説明的な例として理解されるべきであ
る。本発明の範囲を逸脱しない限り、様々な改良、組み合わせ、および、変更が、実施形
態に対してなされ得ることを、当業者は理解するだろう。特に、異なる実施形態における
異なる部分の解決策も、技術的に可能であれば、他の構成に結合され得る。しかしながら
、本発明の範囲は、付随の請求項により定義される。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月3日(2017.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオビットストリームにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するための方
法であって、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを取得すること（S1）と、ここで、
前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームに
おけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオビットストリームのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを
取得すること（S2）と、
　前記IRAPピクチャを復号化すること（S3）と、
　前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記
DRAPピクチャを復号化すること（S4）と、
　前記復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するこ
と（S5）を含む、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）は、前記DRAPピクチャに関連付けられた補助的
強化情報（SEI）メッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記ビデオビットストリー
ムにおける前記DRAPピクチャを識別すること（S1）を含む、ことを特徴とする請求項１に
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記載の方法。
【請求項３】
　前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は、前記DRAPピクチャの参照ピクチャセットに
含まれる前記IRAPピクチャの識別子に基づいて、復号化ピクチャバッファにおける前記IR
APピクチャを識別すること（S2）を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と、前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は
、
　前記ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメントであって、前記
IRAPピクチャから開始して少なくとも一つのDRAPピクチャを含むセグメントをダウンロー
ドすること（S10）と、
　前方ジャンプまたは早送りの要求に基づいて、前記セグメントにおける前記DRAPを識別
すること（S11）を含む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項５】
　前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と、前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は
、
　前記ビデオビットストリームの符号化されたビデオデータのセグメントの第１の部分を
ダウンロードすること（S20）と、ここで前記セグメントの前記第１の部分は、前記IRAP
ピクチャを含み、前記セグメントは前方ジャンプの要求または表現切り替えの要求に基づ
いて識別され、
　前記前方ジャンプの要求または前記表現切り替えの要求に基づいて識別される前記DRAP
ピクチャから開始する前記セグメントの第２の部分をダウンロードすること（S21）を含
む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記DRAPピクチャを復号化すること（S4）は、前記復号化の順序に従って、前記ビデオ
ビットストリームにおいて最も近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する
前記独占的な参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化する（S4）ことを含む
、ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　出力の順序および復号化の順序で前記DRAPピクチャに続く前記ビデオビットストリーム
の少なくとも一つの非ランダムアクセスポイント（非RAP）ピクチャを復号化すること（S
30）を更に含み、前記少なくとも一つの非RAPは、前記ビデオビットストリームにおいて
復号化の順序で先行する前記DRAPピクチャに先行するあらゆる非RAPピクチャを参照ピク
チャとして使用しない、ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記復号化されたDRAPピクチャを出力すること（S32）と、
　前記少なくとも一つの復号化された非RAPピクチャを出力すること（S33）を更に含む、
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記IRAPピクチャは出力されるべきではないことを示す、前記IRAPピクチャに関連付け
られた出力フラグを受信すること（S31）を更に含む、ことを特徴とする請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　現在のチャネルを表す現在のビデオビットストリームを受信して復号化すること（S40
）と、
　別のチャネルを表す前記ビデオビットストリームを受信すること（S41）と、
　前記ビデオビットストリームの最も最近のIRAPピクチャまたは、当該最も最近のIRAPピ
クチャの復号化されたバージョンをメモリに一時的に保存すること（S42）を更に含み、
前記DRAPピクチャを取得すること（S1）と前記IRAPピクチャを取得すること（S2）は、
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　前記別のチャネルを識別するチャネル切り替え要求に基づいて、前記メモリから、前記
最も最近のIRAPピクチャまたは前記最も最近のIRAPピクチャの前記復号化されたバージョ
ンを引き出すこと（S43）と、
　前記チャネル切り替え要求を受けて前記ビデオビットストリーム内の次のDRAPピクチャ
として前記DRAPピクチャを受信すること（S44）を更に含む、ことを特徴とする請求項１
から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記IRAPピクチャを取得すること（S1）は、通信チャネル上で前記IRAPピクチャを含む
ビデオビットストリームを受信すること（S50）を含み、
　前記DRAPピクチャを取得すること（S2）は、
　　前記ビデオビットストリームにおける破損または損失のピクチャの検出を受けて、フ
ィードバックチャネル上でフィードバックメッセージを送信すること（S51）と、ここで
、前記フィードバックメッセージは、前記破損または損失のピクチャに対応する前記ビデ
オビットストリーム内の位置を示し、
　　前記フィードバックメッセージに基づいて生成される前記DRAPピクチャを受信するこ
と（S52）を含む、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　ビデオ通信方法であって、
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信すること（S60）
と、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信すること（S61）と、ここで、前記フィードバックメッセージは、前記ユー
ザクライアント（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデオビット
ストリーム内の位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化すること（S62）と、ここで、前記DRA
Pピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおける
ランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化されており、
　前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信すること（S63）を含む、こ
とを特徴とする方法。
【請求項１３】
　出力の順序および復号化の順序で前記DRAPピクチャに続く少なくとも一つの非ランダム
アクセスポイント（非RAP）ピクチャを復号化すること（S70）を更に含み、前記少なくと
も一つの非RAPは、前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチ
ャに先行するあらゆる非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とす
る請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための方法であっ
て、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャ
として符号化すること（S80）を含み、
　前記n番目毎のピクチャを符号化することは、
　　m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャとして
符号化し、他のRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして
復号化の順序従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを用いて依存性ランダムア
クセスポイント（DRAP）ピクチャとして、符号化し、ここで各DRAPピクチャは、参照とし
て使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイン
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トを構成するトレーリングピクチャとして符号化される、ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための方法であっ
て、
　前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）
ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャ
として符号化すること（S80）を含み、
　前記n番目毎のピクチャを符号化すること（S80）は、
　　前記RAPピクチャの少なくともサブセットに対して、前記RAPピクチャはイントララン
ダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャとして符号化されるか、依存性ランダムアクセス
ポイント（DRAP）ピクチャとして符号化されるかを、前記RAPピクチャをIRAPピクチャと
して符号化することとDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコスト差に基づい
て決定すること（S82）を含み、DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も
近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用
いて符号化され、前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビ
デオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする
方法。
【請求項１６】
　前記RAPピクチャがIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして復号化されるかを決定する
こと（S82）は、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビットコ
ストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビットコストか
ら閾値を引いたものより低い場合、前記RAPピクチャをDRAPピクチャとして符号化し（S83
）、それ以外は、前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化すること（S84）を含む、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記RAPピクチャがIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして復号化されるかを決定する
こと（S82）は、DRAPピクチャとしてのRAPピクチャの符号化が、最大の距離より大きく、
ビデオビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を導く場合にのみ、RAP
ピクチャはIRAPピクチまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを決定し、それ以外では
前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化することを含む、ことを特徴とする請求項
１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ユーザクライアント（100、1110、120）であって、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、参照として使用される可能性があり、
ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピク
チャとして符号化されるDRAPピクチャを取得するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）前記ビデオビットストリームのイントララ
ンダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを取得するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャを復号化するように
構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャをDRAPピクチャに対
する独占的な参照ピクチャとして使用してDRAPピクチャを復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化されたDRAPピクチャにおい
てランダムアクセスオペレーションを実行するように構成される、ことを特徴とするユー
ザクライアント。
【請求項１９】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記DRAPピクチャに関連付けられた補
助的強化情報（SEI）メッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記ビデオビットスト
リームにおける前記DRAPピクチャを識別するように構成される、ことを特徴とする請求項
１８に記載のユーザクライアント。
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【請求項２０】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記DRAPピクチャの参照ピクチャセッ
トに含まれる前記IRAPピクチャの識別子に基づいて、復号化ピクチャバッファにおける前
記IRAPピクチャを識別するように構成される、ことを特徴とする請求項１８または１９に
記載のユーザクライアント。
【請求項２１】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの符号化
されたビデオデータのセグメントであって、前記IRAPピクチャから開始して少なくとも一
つのDRAPピクチャを含むセグメントをダウンロードするように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前方ジャンプまたは早送りの要求に基
づいて、前記セグメントにおいて前記DRAPピクチャを識別するように構成される、ことを
特徴とする請求項１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２２】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの符号化
されたビデオデータのセグメントの第１の部分をダウンロードするように構成され、ここ
で前記セグメントの前記第１の部分は、前記IRAPピクチャを含み、前記セグメントは前方
ジャンプの要求または表現切り替えの要求に基づいて識別され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前方ジャンプの要求または表現切り替
えの要求に基づいて識別された前記DRAPピクチャで開始する前記セグメントの第２の部分
をダウンロードするように構成される、ことを特徴とする請求項１８から２０のいずれか
１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２３】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化の順序に従って、前記ビデ
オビットストリームにおいて最も近く先行するIRAPピクチャを、前記DRAPピクチャに対す
る前記独占的な参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化するように構成され
ることを特徴とする請求項１８から２２のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２４】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、出力の順序および復号化の順序で前記D
RAPピクチャに続く前記ビデオビットストリームの少なくとも一つの非ランダムアクセス
ポイント（非RAP）ピクチャを復号化するように構成され、前記少なくとも一つの非RAPは
、前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチャに先行するあら
ゆる非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とする請求項１８から
２３のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２５】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記復号化されたIRAPピクチャを出力
するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記少なくとも一つの復号化された非R
APピクチャを出力するように構成される、ことを特徴とする請求項２４に記載のユーザク
ライアント。
【請求項２６】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記IRAPピクチャは出力されるべきで
はないことを示す、前記IRAPピクチャに関連付けられた出力フラグを受信するように構成
される、ことを特徴とする請求項２５に記載のユーザクライアント。
【請求項２７】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、現在のチャネルを表現する現在のビデ
オビットストリームを受信して復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、別のチャネルを表す前記ビデオビット
ストリームを受信するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームの最も最
近のIRAPピクチャ、または前記最も最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンをメモ
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リに一時的に保存するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記別のチャネルを識別するチャネル
切り替え要求に基づいて、メモリから、前記最も最近のIRAPピクチャ、または、前記最も
最近のIRAPピクチャの復号化されたバージョンを引き出すように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記チャネル切り替え要求を受けてビ
デオビットストリーム内の次のDRAPピクチャとして前記DRAPピクチャを受信するように構
成される、ことを特徴とする請求項１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライア
ント。
【請求項２８】
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、通信チャネル上で、前記IRAPピクチャ
を含むビデオビットストリームを受信して復号化するように構成され、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記ビデオビットストリームにおける
破損または損失のピクチャの検出を受けて、フィードバックチャネル上でフィードバック
メッセージを送信するように構成され、前記フィードバックメッセージは、前記破損また
は損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の位置を示し、
　前記ユーザクライアント（100、110、120）は、前記フィードバックメッセージに基づ
いて生成された前記DRAPピクチャを受信するように構成される、ことを特徴とする請求項
１８から２０のいずれか１項に記載のユーザクライアント。
【請求項２９】
　前記DRAPピクチャと前記IRAPピクチャを取得するように構成されたピクチャ供給器（11
1）と、
　前記IRAPピクチャを復号化し、前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして
前記IRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャを復号化するように構成された復号器（112
）と、
　前記DRAPピクチャにおいて前記ランダムアクセスオペレーションを実行するように構成
されたランダムアクセス部（113）を有する、ことを特徴とする請求項１８から２８のい
ずれか1項に記載のユーザクライアント。
【請求項３０】
　プロセッサ（121）と、
　前記プロセッサ（121）により実行可能な命令を含むメモリ（122）を有し、
　前記プロセッサ（121）は、前記DRAPピクチャと前記IRAPピクチャを取得するように動
作し、
　前記プロセッサ（121）は、前記IRAPピクチャを復号化し、前記DRAPピクチャに対する
前記独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャを復号する
ように動作し、
　前記プロセッサ（121）は、前記DRAPピクチャにおいて前記ランダムアクセスオペレー
ションを実行するように動作する、ことを特徴とする請求項１８から２８のいずれか1項
に記載のユーザクライアント。
【請求項３１】
　ユーザクライアント（130）であって、
　ビデオビットストリームの依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャとイント
ラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを取得するためのピクチャ供給器（131）
と、ここで、前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットス
トリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号
化され、
　前記IRAPピクチャを復号化し、前記IRAPピクチャを前記DRAPピクチャに対する独占的な
参照ピクチャとして用いて前記DRAPピクチャを復号化するための復号器（132）と、
 前記DRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行するように構成され
たランダムアクセス部（133）を有する、ことを特徴とするユーザクライアント。
【請求項３２】
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　ビデオ通信サーバ（200、210、220）であって、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、少なくとも一つのイントラランダムアク
セスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビットストリームを、通信チャネル上でユー
ザクライアント（100）に送信するように構成され、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、前記ユーザクライアント（100）からフィ
ードバックチャネル上でフィードバックメッセージを受信するように構成され、ここで、
前記フィードバックメッセージは、前記ユーザクライアント（100）において破損または
損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の位置を示し、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、依存性ランダムアクセスポイント（DRAP
）ピクチャを、前記フィードバックメッセージに基づいて、前記ビデオビットストリーム
における前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして用い
て符号化するように構成され、ここで、前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能
性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセスポイントを構成するトレ
ーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、前記DRAPピクチャを前記ユーザクライア
ント（100）に送信するように構成される、ことを特徴とするビデオ通信サーバ。
【請求項３３】
　前記ビデオ通信サーバ（200、210、220）は、出力の順序および復号化の順序で前記DRA
Pピクチャに続く前記ビデオビットストリームの少なくとも一つの非ランダムアクセスポ
イント（非RAP）ピクチャを復号化するように構成され、前記少なくとも一つの非RAPは、
前記ビデオビットストリームにおいて復号化の順序で前記DRAPピクチャに先行するあらゆ
る非RAPピクチャを参照ピクチャとして使用しない、ことを特徴とする請求項３２に記載
のビデオ通信サーバ。
【請求項３４】
　前記ユーザクライアント（100）から前記ビデオビットストリームと前記DRAPピクチャ
を送信するように構成される送信器（211）と、
　前記ユーザクライアント（100）から前記フィードバックチャネル上で前記フィードバ
ックメッセージを受信するように構成される受信器（213）と、
　前記フィードバックメッセージに基づいて前記DRAPピクチャを符号化するように構成さ
れた符号器（213）と、を有することを特徴とする請求項３２または３３に記載のビデオ
通信サーバ。
【請求項３５】
　プロセッサ（221）と、
　前記プロセッサ（221）により実行可能な命令を含むメモリ（222）を有し、
　前記プロセッサ（221）は、前記ユーザクライアントへの送信のために、前記ビデオビ
ットストリームと前記DRAPピクチャを出力するように動作し、
　前記プロセッサ（221）は、受信したフィードバックメッセージに基づいて、DRAPピク
チャを符号化するように動作する、ことを特徴とする請求項３２または３３に記載のビデ
オ通信サーバ。
【請求項３６】
　ビデオ通信サーバ（230）であって
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信するための送信
器（231）と、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信するための受信器（233）と、ここで、前記フィードバックメッセージは、
前記ユーザクライアント（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデ
オビットストリーム内の位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける前のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
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に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化するための符号器（232）とを有し、
　前記DRAPピクチャは、参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリーム
におけるランダムアクセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記送信器（231）は前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信するた
めのものでもある、ことを特徴とするビデオ通信サーバ。
【請求項３７】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための符号器（30
、300）であって、
　前記符号器（30、300）は、前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダ
ムアクセスポイント（RAP）ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他
のピクチャを非RAPピクチャとして符号化するように構成され、
　前記符号器（30、300）は、m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイン
ト（IRAP）ピクチャとして符号化し、他のピクチャを依存性ランダムアクセスポイント（
DRAP）ピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして、復号化の順序に従ってそれぞれ最
も近く先行するIRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャとして符号化するように構成され
、
　各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットストリ
ームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする符号器。
【請求項３８】
　ピクチャのビデオストリームをビデオビットストリームに符号化するための符号器（30
、300）であって、
　前記符号器（30、300）は、前記ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダ
ムアクセスポイント（RAP）ピクチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおける他
のピクチャを非RAPピクチャとして符号化するように構成され、
　前記符号器（30、300）は、少なくとも依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピク
チャのサブセットに対して、前記RAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRA
P）ピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコストの差に基づい
て、前記RAPピクチャを前記IRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを判
定することにより、n番目毎のピクチャを符号化するように構成され、
　DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを、
前記DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用して復号化され、
　前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、前記ビデオビットスト
リームにおけるランダムアクセスポイントを構成する、ことを特徴とする符号器。
【請求項３９】
　前記符号器（30、300）は、DRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する
推定ビットコストが、IRAPピクチャとしてRAPピクチャを符号化することに対する推定ビ
ットコストから閾値を引いたものより低い場合、DRAPピクチャとして前記RAPピクチャを
符号化し、それ以外は、前記RAPピクチャをIRAPピクチャとして符号化するように構成さ
れる、ことを特徴とする請求項３８に記載の符号器。
【請求項４０】
　DRAPピクチャとしての前記RAPピクチャの符号化が、最大の距離より大きい、前記ビデ
オビットストリームにおける連続するIRAPピクチャ間の距離を導く場合にのみ、RAPピク
チャはIRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかの判定を行い、それ以外で
はIRAPピクチャとして前記RAPピクチャを符号化するように構成される、ことを特徴とす
る請求項３８または３９に記載の符号器。
【請求項４１】
　プロセッサ（301）と、
　前記プロセッサ（301）により実行可能な命令を含むメモリ（302）を有し、
　前記プロセッサ（301）は、前記ビデオストリームにおいてn番目毎のピクチャをRAPピ
クチャとして符号化し、前記ビデオストリームにおいて前記他のピクチャを非RAPピクチ
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ャとして符号化するように動作する、ことを特徴とする請求項３７から４０のいずれか１
項に記載の符号器。
【請求項４２】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを取得させ、ここで前記DRAPピクチ
ャは、参照として使用される可能性があり、ビデオビットストリームにおけるランダムア
クセスポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記ビデオビットストリームのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）を取得させ
、
　前記IRAPピクチャを復号化させ、 
　前記DRAPピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして前記IRAPピクチャを用いて前記
DRAPピクチャを復号化させ、
　前記復号化されたDRAPピクチャにおいてランダムアクセスオペレーションを実行させる
、命令を含むことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４３】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　少なくとも一つのイントラランダムアクセスポイント（IRAP）ピクチャを含むビデオビ
ットストリームを、通信チャネル上でユーザクライアント（100）に送信させ、
　前記ユーザクライアント（100）からフィードバックチャネル上でフィードバックメッ
セージを受信させ、ここで、前記フィードバックメッセージは、前記ユーザクライアント
（100）において破損または損失のピクチャに対応する前記ビデオビットストリーム内の
位置を示し、
　依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピクチャを、前記フィードバックメッセージ
に基づいて、前記ビデオビットストリームにおける先のIRAPピクチャを前記DRAPピクチャ
に対する独占的な参照ピクチャとして用いて符号化させ、ここで、前記DRAPピクチャは、
参照として使用される可能性があり前記ビデオビットストリームにおけるランダムアクセ
スポイントを構成するトレーリングピクチャとして符号化され、
　前記DRAPピクチャを前記ユーザクライアント（100）に送信させる、命令を含むことを
特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４４】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）ピク
チャとして符号化させ、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャと
して符号化させ、
　前記プロセッサ（410）に、m番目毎のRAPピクチャをイントラランダムアクセスポイン
ト（IRAP）ピクチャとして符号化させ、他のピクチャを依存性ランダムアクセスポイント
（DRAP）ピクチャに対する独占的な参照ピクチャとして、復号化の順序に従ってそれぞれ
最も近く先行するIRAPピクチャを用いて前記DRAPピクチャとして符号化させることにより
、前記n番目毎のピクチャを符号化させ、
　各DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオビットストリーム
におけるランダムアクセスポイントを構成する、命令を含むことを特徴とするコンピュー
タプログラム。
【請求項４５】
　コンピュータプログラム（440）であって、プロセッサ（410）により実行された場合に
、当該プロセッサ（410）に、
　ビデオストリームにおけるn番目毎のピクチャをランダムアクセスポイント（RAP）ピク
チャとして符号化させ、前記ビデオストリームにおける他のピクチャを非RAPピクチャと
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して符号化させ、
　前記プロセッサ（410）に、少なくとも依存性ランダムアクセスポイント（DRAP）ピク
チャのサブセットに対して、前記RAPピクチャをイントラランダムアクセスポイント（IRA
P）ピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化することの間のビットコストの差に基づい
て、前記RAPピクチャを前記IRAPピクチャまたはDRAPピクチャとして符号化されるかを判
定させることにより、n番目毎のピクチャを符号化させ、
　DRAPピクチャは、復号化の順序に従って、それぞれ最も近く先行するIRAPピクチャを、
前記DRAPピクチャに対する参照ピクチャとして使用して復号化され、
　前記DRAPピクチャは、トレーリングピクチャとして符号化され、ビデオビットストリー
ムにおけるランダムアクセスポイントを構成する、命令を含むことを特徴とするコンピュ
ータプログラム。
【請求項４６】
　請求項４２から４４のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム（440）を含むキ
ャリア（450）であって、前記キャリア（450）は、電子信号、光学信号、電磁気信号、磁
気信号、電気信号、無線信号、マイクロ波信号、またはコンピュータ読み取り可能な記憶
媒体（450）のうちのいずれかである、ことを特徴とするキャリア。
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